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医療機器認証番号：231ABBZX00007000
医療機器分類：管理医療機器 特定保守管理医療機器

商品型式：HBP-9030

腕
を
奥
ま
で
入
れ
て

く
だ
さ
い

https://www.nikka-net.or.jp　FAX.03-3355-2037
ご注文は日貨協連のホームページまたはファクスからお申し込みください。
製品についてのお問い合わせは日貨協連まで　TEL.03-3355-2031

HBP-9030

令和
７年度
令和
７年度

USB接続で測定データの通信が
可能なため記録・管理がカンタン！
プリンター用紙出力も可能

設置したまま手早く部品が交換
できるため、修理に出す必要が
なく続けて測定できます！

安全運転や生活習慣改善には、日々測定が重要です

健康起因による事故予防対策の一環にご活用を

業務用血圧計が10万円以下で、業務用血圧計が10万円以下で、
さらに助成活用で半額！さらに助成活用で半額！

業務前自動点呼システムとの連携可能！業務前自動点呼システムとの連携可能！

医療機関でも大活躍 !!
安定感があり使いやすい
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全
体
会
議
で
は
冒
頭
︑
主

催
者
を
代
表
し
て
寺
岡
全
ト

協
会
長
が
あ
い
さ
つ︵
別
掲
︶︒

ま
た
︑
開
催
地
を
代
表
し
て

小
林
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
ト

協
会
長
が
︑﹁
今
回
は
第
30

回
と
い
う
記
念
す
べ
き
大

会
︒
30
回
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
︑
会
員
事
業
者

の
皆
様
が
こ
れ
ま
で
様
々
な

取
り
組
み
を
実
践
し
て
き
た

か
ら
こ
そ
で
あ
り
︑
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
﹂
と
あ
い
さ

つ
し
た
︒

　

全
体
会
議
を
中
断
し
て
開

催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
施

行
に
向
け
て
の
期
待
﹂
を
テ

ー
マ
に
︑
国
土
交
通
省
物
流

・
自
動
車
局
の
三
輪
田
優
子

貨
物
流
通
事
業
課
長
︑
読
売

新
聞
東
京
本
社
の
佐
々
木
達

也
編
集
委
員
︑
全
国
交
通
運

輸
労
働
組
合
総
連
合
の
織
田

正
弘
中
央
執
行
委
員
長
︑
日

本
Ｐ
Ｍ
Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
㈱
の
小
坂
真
弘
代
表
取
締

役
︑
小
林
和
男
全
ト
協
副
会

長
（
総
務
委
員
長
）
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
︒
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
流
通
経
済

大
学
流
通
情
報
学
部
の
大
島

弘
明
教
授
が
務
め
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
適
切
な
賃

金
の
確
保
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
質
の
向
上
等
を
目
的

に
成
立
し
た
︑ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
に
つ
い
て
概
要
説
明

と
意
見
開
陳
を
行
っ
た
上
で
︑

登
壇
者
が
闊
達
な
議
論
を
展

開
し
た（
４
・
５
面
に
詳
細
︶︒

　

続
く
記
念
講
演
会
で
は
︑

新
潟
日
報
社
の
小
田
敏
三
相

談
役
が﹁
２
０
２

５
年
こ
れ
か
ら

の
地
方
創
生
﹂

を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
っ
た︵
３

面
に
詳
細
︶︒

　

再
開
し
た
全

体
会
議
で
は
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
適

正
化
二
法
が
実

効
性
を
も
っ
て

機
能
す
る
た
め

業
界
の
叡
智
と

総
力
を
結
集
﹂

を
筆
頭
に
︑﹁
軽

油
引
取
税
の
暫

定
税
率
の
廃
止

の
実
現
﹂︑﹁
運
輸
事
業
振
興

助
成
交
付
金
制
度
の
維
持
﹂︑

﹁
軽
油
価
格
カ
ル
テ
ル
の
徹

底
的
解
明
﹂
な
ど
12
項
目
の

大
会
決
議
︵
２
面
に
全
文
︶

を
︑
東
崎
真
也
北
陸
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
青
年
協
議
会
代
表
幹

事
が
読
み
上
げ
︑
満
場
の
拍

手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
た
︒

そ
の
後
︑
国
交
省
の
石
原
大

物
流
・
自
動
車
局
長
と
新
潟

県
の
花
角
英
世
知
事
が
来
賓

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
︵
２
面
に

詳
細
︶︒

　

な
お
︑
来
年
の
第
31
回
大

会
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
（
広
島

県
福
山
市
）
で
の
開
催
で
あ

る
こ
と
か
ら
︑
中
国
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
小
丸
成
洋
会
長

（
広
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）
が
招
聘
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
︒
最
後
に
︑
操
川
一
郎

石
川
県
ト
協
副
会
長
の
音
頭

に
よ
り
︑全
員
で
力
強
く
﹁
ガ

ン
バ
ロ
ー
コ
ー
ル
﹂
を
行
い
︑

上
嶋
金
司
長
野
県
ト
協
会
長

の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
全
体
会

議
を
締
め
く
く
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
15
日
︑

新
潟
県
新
潟
市
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
新
潟
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
第
30
回
﹁
全

国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
﹂
を
開

催
し
た
︒

　

本
大
会
は
︑
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
ト

ラ
ッ
ク
協
会
（
小
林
和
男
会
長
）
と
新

潟
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
同
）
が
中
心
と

な
っ
て
１
年
以
上
前
か
ら
開
催
に
向
け

た
準
備
を
進
め
︑
全
国
か
ら
１
３
０
０

人
余
り
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
出

席
し
た
︒

　

主
催
者
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
寺
岡

洋
一
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
は
︑

今
年
６
月
に
成
立
し
た
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の

一
部
改
正
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の

適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
の
推

進
に
関
す
る
法
律
）
に
つ
い
て
︑﹁
適
正

化
二
法
で
示
さ
れ
た
内
容
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
業
界
を
取
り
巻
く

景
色
が
一
変
す
る
﹂と
指
摘
し
た
上
で
︑

適
正
化
二
法
の
円
滑
な
施
行
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
む
と
強
調
︒
ま
た
︑
今

後
も
﹁
会
員
フ
ァ
ー
ス
ト
︑
業
界
フ
ァ

ー
ス
ト
﹂
を
貫
く
姿
勢
を
示
し
た
︒

　

去
る
７
月
10
日
に
開
催
さ

れ
た
常
任
理
事
会
・
理
事
会

合
同
会
議
に
お
い
て
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
新
体
制

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
︒

新
体
制
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
適

正
化
二
法
対
策
委
員
会
﹂︑

﹁
社
会
的
評
価
向
上
委
員

会
﹂︑﹁
車
両
技
術
委
員
会
﹂

の
３
委
員
会
が
新
設
さ
れ
た
︒

私
が
委
員
長
を
務
め
て
い
る

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
対
策

委
員
会
で
は
︑
８
月
27
日
に

第
１
回
委
員
会
を
開
催
し
︑

今
後
は
許
可
更
新
制
や
適
正

原
価
な
ど
に
つ
い
て
議
論
や

意
見
交
換
︑
提
言
等
を
実
施

し
て
い
く
︒

　

今
年
６
月
４
日
に
歴
史
的

な
ス
ピ
ー
ド
で
可
決
・
成
立

し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二

法
﹂
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
と
っ
て
非
常
に
素
晴
ら
し
い

も
の
で
あ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
で
示
さ
れ
た
内
容
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑

業
界
を
取
り
巻
く
景
色
が
一

変
す
る
と
感
じ
て
い
る
︒
今

後
も
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法

の
円
滑
な
施
行
に
向
け
︑
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
︒

　

さ
て
︑
10
月
４
日
に
実
施

さ
れ
た
自
由
民
主
党
総
裁
選

挙
で
高
市
早
苗
衆
議
院
議
員

が
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
︑
全
ト
協
で
は
10
月
７
日

に
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー

連
合
会
︑
日
本
バ
ス
協
会
と

の
３
団
体
に
よ
る
祝
勝
会
を

開
催
し
た
︒
会
に
は
︑
選
挙

対
策
本
部
長
を
務
め
ら
れ
た

中
曽
根
弘
文
参
議
院
議
員
を

は
じ
め
︑
６
人
の
議
員
の
先

生
方
が
駆
け
つ
け
て

下
さ
っ
た
︒
高
市
総

裁
は
︑
選
挙
前
の
公

約
で
も
︑
ま
た
総
裁

就
任
後
の
記
者
会
見

で
も
︑
軽
油
引
取
税

暫
定
税
率
の
廃
止
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
て
き

た
︒
高
市
総
裁
の
誕

生
を
︑
全
ト
協
を
は

じ
め
と
し
た
３
団
体

は
非
常
に
歓
迎
し
て

い
た
が
︑
10
月
10
日

に
公
明
党
の
斉
藤
鉄
夫
代
表

が
自
民
党
に
対
し
て
連
立
関

係
を
解
消
す
る
と
通
告
し
た

こ
と
で
︑
政
治
を
取
り
巻
く

空
気
が
一
変
し
た
︒

　

私
が
い
ま
懸
念
し
て
い
る
の

は
︑
国
土
交
通
省
が
今
後
ど

う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
︒
国
交
省
の
皆
様
は
ワ
ン

チ
ー
ム
で
様
々
な
施
策
の
実

現
に
向
け
て
懸
命
に
取
り
組

ま
れ
て
お
り
︑
我
々
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
抱
え
る
課
題

の
解
消
に
向
け
て
も
真
摯
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
︒
今

後
︑
国
交
省
が
ど
の
よ
う
な

形
に
な
る
の
か
は
現
時
点
で

は
ま
だ
分
か
ら
な
い
が
︑
で

き
れ
ば
現
状
の
形
を
保
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
︒

　

ま
た
︑
９
月
に
は
公
正
取

引
委
員
会
が
東
京
都
内
の
法

人
向
け
軽
油
販
売
価
格
に
つ

い
て
カ
ル
テ
ル
を
結
ん
だ
疑
い

で
︑
石
油
製
品
販
売
会
社
８

社
に
対
し
て
独
占
禁
止
法
違

反
容
疑
で
強
制
捜
査
に
入
っ

た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
︒
こ
れ

が
事
実
で
あ
れ
ば
︑
我
々
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
不
当

に
高
い
軽
油
を
購
入
さ
せ
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
︑
誠
に

遺
憾
で
あ
る
︒
公
取
委
に
は
︑

徹
底
的
に
事
実
を
解
明
し
て

い
た
だ
き
︑
膿
を
出
し
切
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

　

全
ト
協
と
し
て
は
︑今
後
も

﹁
会
員
フ
ァ
ー
ス
ト
︑
業
界
フ

ァ
ー
ス
ト
﹂
ど
真
ん
中
で
︑

決
し
て
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
︑

業
界
の
舵
取
り
を
進
め
て
い

き
た
い
︒

寺岡会長あいさつ（要旨）寺岡会長あいさつ（要旨）

「
会
員
・
業
界
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
貫
き

「
会
員
・
業
界
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
貫
き

業
界
の
未
来
を
切
り
開
く

業
界
の
未
来
を
切
り
開
く

寺岡　洋一
全日本トラック協会会長

トラック運送業界の一致団結へ「ガンバローコール」（10月15日、新潟市「朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター」）

第30回「全国トラック運送事業者大会」

トラック適正化二法の施行に向け  叡智と総力を結集してトラック適正化二法の施行に向け  叡智と総力を結集して
業界の発展を期し  大いに気勢を上げた熱気あふれる大会を開催!!業界の発展を期し  大いに気勢を上げた熱気あふれる大会を開催!!

新
潟
市
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
」
に
１
３
０
０
人
余
が
集
結

石原　大
国土交通省物流・自動車局長

小林　和男
北陸信越ブロックトラック協会会長

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（広報部）
https://jta.or.jp

10月25日号

1月1・10日号

（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）
※紙面に関する問い合わせは広報部まで

毎月1日・15日発行
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国23か所のトラックステーション（TS）は全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

再
開
し
た
全
体
会
議
で
は
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
が

実
効
性
を
も
っ
て
機
能
す
る

た
め
業
界
の
叡
智
と
総
力
を

結
集
﹂
を
筆
頭
に
︑﹁
軽
油

引
取
税
の
暫
定
税
率
の
廃

止
﹂︑﹁
運
輸
事
業
振
興
助
成

大
会
決
議

　

私
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は
、
我
が
国
の
国
民
生
活
、
産
業
活
動
を
支
え

る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
被
災
地
に
向
け
た
緊
急
・
救
援
物
資
輸

送
の
担
い
手
と
し
て
、重
要
な
使
命
を
果
た
す
べ
く
、日
夜
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
６
月
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
適
切
な
賃
金
の
確

保
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
質
の
向
上
等
を
目
的
と
し
て
、「
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二

法
」
が
成
立
し
た
。

　

我
々
は
、
こ
の
目
的
の
実
現
に
向
け
て
、
社
会
と
の
共
生
を
図
り
な
が
ら
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
叡
智
（
え
い
ち
）
と
総
力
を
結
集
し
て
、
事
故
防
止
対
策
や
人

材
確
保
対
策
な
ど
当
面
す
る
諸
課
題
に
果
敢
に
対
応
し
、
全
力
を
傾
注
し
邁
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
我
々
は
本
日
、
第
30
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
本
大
会
の
総
意
を
も
って
、
以
下
の
と
お
り
決
議
す
る
。

一、	

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
が
実
効
性
を
も
っ
て
機
能
す
る
た
め
業
界
の
叡
智
と
総

力
を
結
集
し
よ
う

一、
軽
油
引
取
税
の
暫
定
税
率
の
廃
止
を
実
現
し
よ
う

一、
運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
制
度
を
維
持
し
よ
う

一、
軽
油
価
格
カ
ル
テ
ル
を
徹
底
的
に
解
明
さ
せ
よ
う

一、
商
慣
行
の
見
直
し
並
び
に
長
時
間
労
働
の
是
正
と
取
引
環
境
の
改
善
を
図
ろ

う
一、
交
通
事
故
、
飲
酒
運
転
及
び
労
災
事
故
を
根
絶
し
よ
う

一、
適
正
化
事
業
の
推
進
に
よ
る
法
令
遵
守
の
徹
底
を
図
ろ
う

一、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
と
Ｇ
メ
ン
調
査
員
の
連
携
に
よ
る
荷
主
対
策
の
深
度
化

を
図
ろ
う

一、
高
速
道
路
料
金
の
割
引
の
拡
充
及
び
重
要
物
流
道
路
等
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
休
憩
施
設
の
整
備
・
拡
充
を
実
現
し
よ
う

一、
良
質
な
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
材
確
保
に
向
け
て
賃
上
げ
を
実
現
し
よ
う

一、
カ
ス
ハ
ラ
等
の
撲
滅
な
ど
に
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向
上
を
図
ろ
う

一、
新
技
術
を
活
用
し
た
物
流
Ｄ
Ｘ
及
び
効
率
化
を
推
進
し
よ
う

　

右
、
決
議
す
る
。

令
和
７
年
10
月
15
日　

第
30
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会

　

皆
様
方
は
全
国
各
地
で
昼

夜
を
問
わ
ず
︑
事
業
を
通
じ

て
国
民
生
活
を
支
え
︑
ま
た

交
付
金
制
度
の
維
持
﹂︑﹁
軽

油
価
格
カ
ル
テ
ル
の
徹
底
的

解
明
﹂
な
ど
12
項
目
の
大
会

決
議
︵
全
文
別
掲
︶
を
︑
東

崎
真
也
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
協
議
会
代
表
幹
事
が
読

み
上
げ
︑
満
場
の
拍
手
を
も

災
害
発
生
時
に
は
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
に
も
尽
力
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
︒
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
︑
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
︒

　

先
ほ
ど
採
択
さ
れ
ま
し
た

決
議
︵
別
掲
︶
は
︑
ま
さ
に

今
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を

取
り
巻
く
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
た
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
︒
労
働
力
不
足
な
ど
は

っ
て
採
択
さ
れ
た
︒
続
い
て
︑

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車

局
の
石
原
大
局
長
と
新
潟
県

の
花
角
英
世
知
事
が
来
賓
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
︵
詳
細
別

掲
︶︒
そ
の
後
︑
来
賓
紹
介

と
祝
電
披
露
が
行
わ
れ
︑
高

今
後
も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

っ
て
く
る
と
想
定
さ
れ
ま
す

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
物
流
が
国
民

生
活
や
経
済
活
動
に
果
た
し

て
い
る
役
割
や
価
値
は
再
認

識
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
︒

　

今
年
６
月
に
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
皆
様
の
ご
尽

力
の
お
か
げ
で
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
二
法
﹂
が
可
決
・
成

　

全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
皆
様
方
が
一
堂
に
会

す
る
︑
第
30
回
記
念
大
会
が

新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た
こ
と

祝
電

　
自
由
民
主
党
総
裁
　
高
市
　
早
苗

　

公
益
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
第
30
回
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
大
会
」
の
ご
盛
会
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
国
内
の
貨
物
輸
送
の
大
宗
を
担
い
、
日
本
経
済
と

国
民
生
活
を
支
え
、
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
極
め
て
重

要
な
基
盤
産
業
で
あ
り
ま
す
。

　

自
由
民
主
党
は
、
本
年
６
月
に
成
立
し
た
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
の

施
行
と
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
さ
ら
な
る
健
全
な
発
展
が
果
た
さ
れ

る
よ
う
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
日
の
事
業
者
大
会
が
実
り
大
き
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
な
ら
び
に
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
隆
盛
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

市
早
苗
自
由
民
主
党
総
裁
ほ

か
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
が

披
露
さ
れ
た
（
高
市
氏
か
ら

の
祝
電
の
内
容
は
別
掲
）︒

　

な
お
︑
来
年
の
第
31
回
大

会
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
（
広
島

県
福
山
市
）
で
の
開
催
で
あ

る
こ
と
か
ら
︑
中
国
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
小
丸
成
洋
会
長

（
広
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）
が
︑﹁
広
島
県
福
山
市

は
穏
や
か
な
気
候
と
豊
か
な

自
然
が
あ
る
ほ
か
︑
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
て
い
る
鞆
の

浦
や
福
山
城
︑
ま
た
﹃
ば
ら

の
ま
ち
福
山
﹄
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
︒
全
国
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
皆
様
に
︑

ぜ
ひ
福
山
に
お
越
し
い
た
だ

き
た
い
﹂
と
招
聘
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
︒

　

最
後
に
︑
操
川
一
郎
石
川

県
ト
協
副
会
長
の
音
頭
に
よ

り
︑
全
員
で
力
強
く
﹁
ガ
ン

バ
ロ
ー
コ
ー
ル
﹂
を
行
い
︑

上
嶋
金
司
長
野
県
ト
協
会
長

の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
全
体
会

議
を
締
め
く
く
っ
た
︒

立
し
ま
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
適

正
化
二
法
は
ま
さ
に
こ
の
国

の
物
流
の
あ
り
方
を
大
き
く

変
え
る
も
の
で
あ
り
︑
国
土

交
通
省
と
し
ま
し
て
は
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
皆
様
方
と

し
っ
か
り
意
見
交
換
を
重
ね

な
が
ら
︑
施
行
に
向
け
た
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
︒

　

ま
た
︑
現
在
改
定
に
向
け

た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

次
期﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
﹂

に
つ
い
て
も
︑
業
界
の
持
続

的
発
展
に
繋
が
る
様
々
な
施

策
を
具
体
化
し
︑
業
界
の
明

る
い
未
来
を
描
け
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
︒

を
非
常
に
う
れ
し
く
感
じ
る

と
と
も
に
︑
県
外
か
ら
お
越

し
の
皆
様
を
心
よ
り
歓
迎
申

し
上
げ
ま
す
︒

　

新
潟
県
内
で
は
︑
令
和
６

年
に
能
登
半
島
地
震
︑
そ
し

て
４
年
に
は
村
上
市
な
ど
下

越
地
方
で
統
計
開
始
以
来
の

記
録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
︒
さ
ら
に
︑
２
年
に

は
大
雪
に
よ
り
︑
関
越
自
動

車
道
等
で
大
規
模
車
両
滞
留

が
発
生
す
る
な
ど
︑
こ
れ
ま

で
様
々
な
災
害
が
発
生
し
て

き
ま
し
た
︒

　

こ
う
し
た
災
害
時
に
お
い

て
も
︑
被
災
者
の
命
を
守
る

た
め
に
︑
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
皆
様
方
に
は
支
援
物

資
輸
送
に
尽
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
︒
新
潟
県
ト
協
の

皆
様
方
の
ご
活
動
に
対
し
︑

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
︑
敬
意
を
表
し
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
労

働
力
不
足
や
燃
料
価
格
高
騰

な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
が
︑
県
と
し
ま
し

て
は
︑
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
対
し
て
︑
デ
ジ
タ
ル

化
や
人
材
確
保
対
策
な
ど
の

支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

引
き
続
き
︑
業
界
の
皆
様

方
に
は
︑
将
来
を
担
う
若
い

世
代
か
ら
選
ば
れ
る
職
場
づ

く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
︒

石原　大　局長花角　英世　知事

「軽油引取税暫定税率の廃止」「運輸事業振興助成交付金の維持」など１２項目を決議
再
開
全
体
会
議

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

物
流
の
あ
り
方
を
変
え
る
適
正
化
二
法

業
界
と
の
意
見
交
換
重
ね
な
が
ら
仕
組
み
を
具
体
化

石
原
　
大
　
国
土
交
通
省
　
物
流
・
自
動
車
局
長

将
来
担
う
世
代
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り
に
期
待

県
と
し
て
人
材
確
保
対
策
な
ど
を
支
援
へ

花
角
　
英
世
　
新
潟
県
知
事

小丸　成洋
中国トラック協会会長

操川　一郎
石川県ト協副会長

上嶋　金司
長野県ト協会長

東崎　真也
北陸信越ブロック青年協議会代表幹事

再開全体会議・来賓あいさつ・大会決議第30回「全国トラック運送事業者大会」特集第30回「全国トラック運送事業者大会」特集
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昨
日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
皆
様
に
植
樹
を
し
て

い
た
だ
い
た
海
岸
近
く
で
︑

48
年
前
︑
中
学
１
年
生
の
女

の
子
が
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ

た
︒
そ
の
拉
致
事
件
の
第
一

報
の
記
事
を
書
い
た
の
が
︑

私
だ
っ
た
︒
入
社
４
年
目
の

新
人
だ
っ
た
が
︑
事
件
記
者

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ

ー
ト
し
た
の
が
そ
の
事
件
で
︑

﹁
失
踪
事
件
﹂
と
書
い
て
し

ま
っ
た
︒
そ
の
タ
イ
ト
ル
が

﹁
拉
致
﹂
に
変
わ
る
の
に
︑

25
年
も
か
か
っ
た
︒
新
聞
記

者
人
生
の
中
で
︑
今
で
も
あ

の
無
力
感
を
ず
っ
と
拭
い
去

る
こ
と
は
で
き
な
い
︒

　

我
々
の
仕
事
に
つ
い
て
︑

﹁
メ
デ
ィ
ア
が
毎
日
報
じ
て

い
る
の
は
表
層
的
な
こ
と
で
︑

そ
の
川
底
で
何
が
起
き
て
い

る
の
か
と
い
う
報
道
は
少
な

い
﹂
と
よ
く
お
叱
り
を
い
た

だ
く
︒
で
は
今
︑
全
世
界
で

起
き
て
い
る
︑
川
の
底
ど
こ

ろ
か
︑太
平
洋
の
海
の
底
で
︑

と
て
つ
も
な
い
緊
張
感
が
渦

巻
い
て
お
り
︑
こ
の
緊
張
渦

巻
く
情
勢
と
い
う
の
は
い
つ

か
ら
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う

話
を
し
た
い
︒

◆
田
中
角
栄
と

日
中
国
交
正
常
化

　

結
論
か
ら
い
う
と
︑
昭
和

47
年
９
月
29
日
︑
北
京
で
調

印
さ
れ
た
日
中
国
交
正
常

化
︑
こ
こ
か

ら
始
ま
っ

た
︒
重
要
な

の
は
﹁
国
交

回
復
﹂
で
は

な
い
こ
と
︒

当
時
は
︑
国

交
が
な
く
︑

初
め
て
正
常

化
さ
れ
た
︒

い
わ
ゆ
る
共

産
主
義
国
家

を﹁
東
側
﹂︑

民
主
主
義
国

家
を﹁
西
側
﹂

と
し
た
︑
東

西
冷
戦
と
い

う
非
常
に
緊

張
し
た
国
際

情
勢
の
中

で
︑
日
中
国

交
正
常
化
が

行
わ
れ
た
︒

人
民
大
会
堂
で
︑
周
恩
来
と

田
中
角
栄
が
握
手
を
し
た
時

期
と
い
う
の
は
︑
日
本
は
敗

戦
か
ら
ま
だ
27
年
し
か
経
っ

て
お
ら
ず
︑
ま
だ
敗
戦
の
傷

は
癒
え
て
い
な
か
っ
た
︒
そ

し
て
中
国
も
︑
昭
和
24
年
に

共
産
主
義
革
命
で
建
国
し
て

か
ら
ま
だ
23
年
だ
っ
た
︒
北

朝
鮮
に
お
い
て
︑
昭
和
25
年

に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
は
︑

い
ま
だ
休
戦
し
て
な
い
︒
つ

ま
り
︑
ア
メ
リ
カ
と
︑
当
時

の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
の
関
係

が
緊
張
す
る
中
︑
そ
の
間
に

中
国
が
挟
ま
り
︑
そ
の
中
で

ち
っ
ぽ
け
な
日
本
が
︑
孤
独

に
存
在
し
て
い
た
︒

　

私
は
︑
入
社
７
年
目
に
東

京
支
社
に
配
属
さ
れ
︑
田
中

角
栄
の
番
記
者
に
な
り
︑
毎

日
の
よ
う
に
田
中
先
生
の
目

白
の
自
宅
に
通
っ
た
︒
あ
る

時
か
ら
二
人
き
り
で
い
ろ
ん

な
こ
と
を
話
す
よ
う
に
な
っ

た
︒﹁
田
中
先
生
の
中
で
︑

世
界
で
最
も
印
象
深
い
人
物

は
﹂
と
聞
い
た
と
こ
ろ
︑
間

髪
を
入
れ
ず
﹁
周
恩
来
﹂
と

答
え
た
︒﹁
周
恩
来
の
ど
こ

が
素
晴
ら
し
い
の
か
﹂
と
聞

く
と
︑﹁
官
僚
を
束
ね
ら
れ

る
政
治
家
だ
﹂
と
答
え
︑
そ

れ
か
ら
独
り
言
の
よ
う
に
︑

﹁
日
中
は
裏
安
保
﹂
と
言
っ

た
︒﹁
裏
安
保
と
い
う
の
は

ど
う
い
う
意
味
か
﹂
と
尋
ね

る
と
︑
問
わ
ず
語
り
に
話
し

始
め
た
の
は
︑
日
中
国
交
正

常
化
を
な
ぜ
そ
の
時
に
成
し

た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
︒

　

そ
の
時
︑
田
中
角
栄
が
言

っ
た
の
は
︑﹁
日
本
が
戦
後
復

興
を
成
し
遂
げ
る
と
必
ず
︑

ア
メ
リ
カ
は
再
軍
備
を
要
求

し
て
く
る
︒
そ
れ
を
避
け
て
︑

日
本
が
経
済
繁
栄
主
義
を
保

つ
た
め
に
は
︑
当
時
人
口
７

~
８
億
と
い
わ
れ
た
こ
の
中

国
の
民
と
い
う
壁
が
︑
ア
メ

リ
カ
と
ソ
連
の
間
に
あ
り
︑

そ
こ
に
日
本
が
入
る
わ
け
だ

が
︑
中
国
に
そ
の
壁
に
な
っ

て
も
ら
う
︒
そ
の
中
国
と
日

本
が
国
交
を
正
常
化
す
る
こ

と
で
経
済
は
繁
栄
し
︑
そ
の

中
国
の
壁
が
な
け
れ
ば
︑
ア

メ
リ
カ
は
対
ソ
連
の
関
係
で
︑

軍
備
を
も
っ
と
要
求
し
て
く

る
︒
だ
か
ら
日
中
国
交
正
常

化
し
た
﹂
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
︒
そ
う
す
る
と
︑
日
米
安

全
保
障
条
約
が
︑
表
の
安
全

保
障
条
約
な
ら
︑
日
中
国
交

正
常
化
は
︑
裏
の
安
全
保
障

で
あ
る
︒
日
本
は
ま
だ
戦
後

復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
期

に
向
か
う
時
代
で
︑
と
て
も

軍
備
を
増
強
で
き
る
状
態
で

は
な
く
︑
経
済
繁
栄
を
続
け

る
た
め
に
日
中
国
交
正
常
化

を
行
っ
た
の
だ
と
い
う
話
を

し
て
く
れ
た
の
だ
︒

　

私
に
は
当
時
︑
政
治
の
こ

と
を
指
南
し
て
く
れ
る
先
生

が
い
た
︒
そ
の
人
は
池
田
勇

人
内
閣
の﹁
影
の
官
房
長
官
﹂

と
呼
ば
れ
た
伊
藤
昌
哉
さ
ん

だ
︒
伊
藤
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

行
き
︑﹁
実
は
︑
田
中
先
生
が

﹃
裏
安
保
だ
﹄
と
言
っ
た
﹂

と
話
す
と
︑
伊
藤
さ
ん
は
血

相
を
変
え
て
﹁
本
当
に
そ
う

言
っ
た
の
か
﹂
と
何
度
も
念

を
押
し
て
聞
い
た
︒﹁
そ
れ
は

池
田
勇
人
が
大
平
正
芳
に
い

つ
も
言
っ
て
い
た
こ
と
だ
﹂
と

話
し
︑
自
分
で
納
得
す
る
よ

う
に
︑﹁
日
中
国
交
正
常
化

は
大
平
の
知
恵
と
︑
田
中
の

決
断
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら

れ
た
ん
だ
な
﹂
と
し
み
じ
み

言
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
覚

え
て
い
る
︒

◆ 

日
中
国
交
正
常
化
交
渉
時

に
お
け
る
二
つ
の
難
問

　

日
中
国
交
正
常
化
交
渉
に

は
二
つ
の
難
問
が
あ
っ
た
︒
一

つ
は
台
湾
問
題
で
︑
も
う
一

つ
は
戦
後
賠
償
問
題
︒
台
湾

条
項
を
受
け
入
れ
た
理
由

は
︑
日
本
が
無
条
件
降
伏
を

受
け
入
れ
た
﹁
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
﹂
の
中
に
︑
第
１
次
世
界

大
戦
後
︑
日
本
が
植
民
地
化

し
た
台
湾
を
含
む
ア
ジ
ア
を

全
て
放
棄
せ
よ
と
い
う
﹁
カ

イ
ロ
宣
言
﹂
が
入
っ
て
い
る
︒

日
本
政
府
と
し
て
は
︑
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
を
受
け
入
れ
た
立

場
だ
か
ら
︑
こ
の
国
際
的
な

約
束
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ

る
立
場
で
︑
双
方
が
主
張
を

す
る
と
い
う
前
提
で
︑﹁
一
つ

の
中
国
﹂
と
い
う
︑
中
国
の

主
張
を
尊
重
す
る
︒日
本
は
︑

当
時
外
務
省
の
条
約
課
長

で
︑
の
ち
に
事
務
次
官
に
な

る
栗
山
尚た

か
か
ず一
さ
ん
と
い
う
方

に
話
を
伺
っ
た
時
に
︑﹁﹃
中

国
が
一
つ
だ
と
い
う
の
は
尊

重
す
る
け
れ
ど
も
︑
武
力
に

よ
る
統
一
は
認
め
な
い
﹄
と

い
う
枠
組
み
が
で
き
た
﹂
と

い
う
話
だ
っ
た
︒
し
か
し
こ

の
53
年
後
の
今
こ
そ
︑
台
湾

有
事
に
関
し
て
︑
中
国
が
台

湾
に
対
し
て
︑
日
本
の
立
場

を
含
め
て
挑
発
︑
脅
し
︑
力

の
誇
示
を
繰
り
返
し
て
い
る
︒ 　

も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題

は
︑
戦
後
の
補
償
問
題
だ
︒

こ
れ
は
田
中
先
生
に
聞
い
た

際
︑
日
本
も
︑
中
国
が
ど
う

い
う
出
方
を
す
る
の
か
︑
全

く
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
︒

と
こ
ろ
が
︑
交
渉
開
幕
の
直

前
に
中
国
側
が
︑﹁
戦
後
補

償
問
題
は
中
国
側
か
ら
は
請

求
し
な
い
﹂
と
い
う
連
絡
が

あ
っ
た
︒
そ
の
理
由
は
︑
田

中
先
生
の
話
で
は
︑
の
ち
に

有
名
に
な
る﹁
二
分
論
﹂で
︑

日
本
軍
と
国
民
は
別
で
︑
日

本
国
民
も
被
害
者
で
あ
る

と
︑
毛
沢
東
と
周
恩
来
が
話

し
合
っ
た
︒
実
は
︑
こ
の
戦

後
賠
償
を
請
求
し
な
い
と
言

わ
れ
た
こ
と
に
︑
大
平
正
芳

外
務
大
臣
は
も
の
す
ご
く
感

激
し
た
︒
そ
し
て
７
年
後
︑

総
理
大
臣
に
な
っ
た
大
平
正

芳
は
昭
和
54
年
12
月
に
中
国

を
訪
れ
た
︒
中
国
も
ち
ょ
う

ど
時
代
が
変
わ
り
︑
鄧
小
平

が
主
導
権
を
握
り
︑
い
わ
ゆ

る
﹁
改
革
開
放
路
線
﹂
と
い

う
経
済
路
線
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
︒
大
平
総
理
は
︑
中
国

に
対
し
て
巨
大
な
円
借
款
を

約
束
し
た
︒
大
平
は
︑
外
務

大
臣
時
代
に
中
国
が
戦
後
賠

償
を
請
求
し
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
の
代
わ
り
に
︑
日
本

は
中
国
の
復
興
を
手
伝
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
円
借
款
を

有
償
︑
あ
る
い
は
無
償
で
︑

技
術
支
援
と
い
う
名
目
で
行

っ
た
︒
令
和
４
年
３
月
ま
で

の
43
年
間
︑
日
本
が
中
国
に

対
し
て
供
与
し
た
円
借
款
の

総
額
は
約
３
兆
６
５
０
０
億

円
︒
無
償
で
は
平
成
18
年
ま

で
に
約
１
６
０
０
億
円
︑
有

償
で
は
平
成
19
年
ま
で
に
約

３
兆
３
千
億
円
︒
実
は
３
年

前
ま
で
︑
技
術
支
援
と
い
う

名
目
で
約
１
９
０
０
億
円
を

供
与
し
て
お
り
︑
こ
れ
が
中

国
の
経
済
発
展
に
大
変
な
恩

恵
を
与
え
た
︒
今
か
ら
15
年

前
の
平
成
22
年
に
︑
中
国
が

日
本
を
抜
い
て
ア
メ
リ
カ
に

追
随
し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第
２

位
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
︒

　

田
中
角
栄
に
︑
な
ぜ
日
中

国
交
正
常
化
は
あ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
だ
っ
た
の
か
と
尋
ね
た

時
に
︑﹁
こ
の
問
題
は
︑
中
国

の
革
命
第
一
世
代
（
毛
沢
東

・
周
恩
来
）
が
生
き
て
い
る

時
で
な
け
れ
ば
︑
話
が
進
ま

な
い
﹂
と
言
っ
た
︒
実
際
に

血
を
流
し
︑
革
命
を
起
こ
し

て
︑
中
国
共
産
党
を
作
っ
た

世
代
が
生
き
て
い
な
い
と
︑

本
当
の
話
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
だ
︒
周
恩
来
は
﹁
戦

争
は
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
﹂

と
い
う
こ
と
が
骨
身
に
染
み

て
分
か
っ
て
い
た
︒
だ
か
ら
︑

日
中
国
交
正
常
化
は
毛
沢
東

も
周
恩
来
も
生
き
て
い
る
あ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
し
か
な
か
っ

た
︒

　

日
中
国
交
正
常
化
が
行
わ

れ
た
の
は
昭
和
47
年
で
︑
こ

れ
が
も
し
４
年
遅
れ
て
い
た

ら
︑
成
し
え
な
か
っ
た
こ
と

だ
︒
歴
史
に
ｉ
ｆ
は
な
い
が
︑

日
中
国
交
正
常
化
の
４
年
後

で
あ
る
昭
和
51
年
︑
１
月
に

周
恩
来
が
亡
く
な
り
︑
７
月

に
田
中
角
栄
は
ロ
ッ
キ
ー
ド

事
件
で
逮
捕
さ
れ
︑
９
月
に

は
毛
沢
東
が
亡
く
な
っ
た
︒

昭
和
47
年
の
２
月
に
田
中
内

閣
が
な
け
れ
ば
︑
同
年
９
月

に
日
中
国
交
正
常
化
は
成
し

え
な
か
っ
た
︒
今
か
ら
53
年

前
に
﹁
そ
も
そ
も
﹂
そ
う
い

う
こ
と
が
起
き
︑
今
な
お
ま

だ
こ
う
し
た
問
題
を
引
き
ず

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
︒

◆
地
方
創
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

地
方
創
生
に
つ
い
て
申
し

上
げ
る
と
︑
人
口
が
減
少
す

れ
ば
︑
経
済
は
縮
小
す
る
︒

人
口
減
少
社
会
を
ど
う
生
き

る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
︑

い
ろ
い
ろ
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が

あ
る
が
︑
一
つ
は
平
均
年
齢

だ
︒
実
は
︑
平
均
年
齢
と
い

う
の
は
︑
今
の
こ
の
世
の
中

を
支
え
て
い
る
世
代
が
い
く

つ
ぐ
ら
い
か
を
示
し
て
い
る
︒

昭
和
35
年
の
新
潟
県
に
お
け

る
平
均
年
齢
は
29
歳
だ
っ
た

が
︑
今
の
平
均
年
齢
は
48
歳

だ
︒
つ
ま
り
︑
昭
和
35
年
の

日
本
で
は
︑
29
歳
の
人
た
ち

が
平
均
の
人
た
ち
だ
っ
た
わ

け
で
︑
会
社
や
組
織
で
も
責

任
の
あ
る
立
場
で
働
い
て
い

た
︒
平
均
年
齢
が
48
歳
の
世

代
が
今
︑
世
の
中
を
支
え
る

中
心
世
代
だ
が
︑
ど
う
い
う

世
代
か
と
い
う
と
︑
子
育
て

が
終
わ
っ
て
い
る
か
︑
子
ど

も
が
こ
れ
か
ら
進
学
︑
あ
る

い
は
結
婚
し
て
︑
自
分
の
老

後
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
︑
こ

う
い
う
人
た
ち
が
今
の
世
の

中
を
担
っ
て
い
る
︒

　

人
口
減
少
は
経
済
縮
小
に

な
る
が
︑
人
口
の
規
模
を
考

え
た
時
に
︑
今
︑
日
本
の
人

口
は
１
億
２
３
０
０
万
人
︑

平
均
年
齢
は
48
歳
︒
恐
ろ
し

い
の
は
イ
ン
ド
で
︑
令
和
22

年
に
は
人
口
が
16
億
人
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
る
︒
イ
ン

ド
で
は
平
均
年
齢
が
29
歳

で
︑
イ
ン
ド
が
い
か
に
若
い

か
が
分
か
る
︒

　

他
国
が
﹁
人
口
は
力
だ
﹂

と
い
う
こ
と
を
示
す
中
︑
こ

れ
か
ら
日
本
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
考
え
る
時
に
出
て

く
る
も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
い
う
の
は
︑﹁
国
内
外
と

の
連
携
﹂だ
︒﹁
地
産
地
消
﹂

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
︑
こ

れ
か
ら
の
地
方
が
目
指
す
形

は
︑県
外
と
連
携
し
て
の
﹁
互

産
互
消
﹂
だ
︒
地
元
産
の
商

品
を
地
元
で
消
費
す
る
﹁
地

産
地
消
﹂
に
対
し
︑﹁
互
産

互
消
﹂
は
︑
他
の
地
域
と
生

産
品
を
交
換
し
︑
消
費
し
合

う
と
い
う
も
の
︒
例
え
ば
︑

新
潟
県
の
お
い
し
い
枝
豆
は
︑

県
内
で
消
費
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
︑
山
梨
県
の
ぶ
ど

う
と
交
換
し
︑
地
元
に
な
い

も
の
を
消
費
す
る
︒
こ
う
し

た
﹁
あ
る
も
の
と
な
い
も
の

を
認
め
合
い
︑
互
い
に
活
か

そ
う
﹂
と
い
う
考
え
方
を
国

レ
ベ
ル
で
も
や
ら
な
く
て
は

い
け
な
い
︒
も
は
や
新
し
い

も
の
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
い

く
時
代
で
は
な
く
︑﹁
修
復

社
会
﹂
と
い
う
こ
と
が
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る
︒

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
︑﹁
た
た

み
方
﹂
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

も
重
要
だ
︒
国
の
人
口
が
１

億
２
千
万
人
か
ら
１
億
人
︑

新
潟
県
な
ら
２
５
０
万
人
か

ら
２
０
０
万
人
に
減
少
す
る
︒

そ
れ
に
見
合
っ
た
﹁
た
た
み

方
﹂
が
必
要
だ
︒
次
に
繋
ぐ

た
め
に
︑
風
呂
敷
を
き
ち
ん

と
た
た
ん
で
進
む
と
い
う
意

味
だ
︒
例
え
ば
︑
集
落
が
１

０
０
軒
か
ら
５
軒
に
な
っ
た

と
し
て
︑
上
下
水
道
や
道
路

を
新
し
く
す
る
の
は
難
し
い
︒

か
と
い
っ
て
︑
じ
っ
と
し
て
い

る
わ
け
に
も
い
か
な
い
︒
こ

う
い
う
時
に
︑
ど
の
よ
う
な

﹁
た
た
み
方
﹂
を
す
る
の
か

が
︑
今
最
も
大
き
な
課
題
だ

と
い
え
る
︒

　

地
方
創
生
の
﹁
創
﹂
の
字

は
︑
絆
創
膏
の
﹁
創
﹂︒
創

生
さ
せ
る
と
い
う
の
は
︑
相

当
の
生
傷
が
絶
え
な
い
ぐ
ら

い
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
達

成
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
︒

・
小
田 

敏
三
氏　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

㈱
新
潟
日
報
社
相
談
役
。
東
京

都
出
身
。
昭
和
49
年
に
新
潟
日

報
社
に
入
社
し
、
編
集
局
報
道

部
長
、
取
締
役
編
集
局
長
、
代

表
取
締
役
社
長
、
代
表
取
締
役

会
長
を
歴
任
し
、
令
和
６
年
か
ら

現
職
。

　

事
業
者
大
会
の
開
催
に
先

立
つ
10
月
14
日
に
は
︑
新
潟

市
中
央
区
の
西
海
岸
公
園
に

て
︑第
22
回﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
﹂

記
念
植
樹
式
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

植
樹
式
で
は
冒
頭
︑
小
林

和
男
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
が
あ
い
さ
つ
︒﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
は
︑
国
民
生
活

や
経
済
活
動
を
支
え
る
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
︑
極
め
て

重
要
な
使
命
を
担
っ
て
い
る
︒

一
方
で
︑
業
務
に
伴
っ
て
排

出
す
る
Ｃ
Ｏ
２
対
策
を
は
じ

め
と
し
た
環
境
負
荷
へ
の
対

応
は
︑
避
け
て
通
れ
な
い
重

　

今
回
の
植
樹
式
で
は
︑
ク

ロ
マ
ツ
１
０
０
本
を
植
樹
︒

当
日
は
︑
寺
岡
洋
一
全
ト
協

会
長
を
は
じ
め
と
し
た
出
席

者
が
︑
ク
ロ
マ
ツ
20
本
を
植

樹
し
た︵
写
真
㊤
︶︒
続
け
て
︑

記
念
看
板
除
幕
式
と
記
念
撮

影
︵
写
真
㊦
︶
を
行
っ
た
︒

　

そ
の
後
︑
新
潟
市
の
佐
久

間
な
お
み
中
央
区
長
か
ら
小

林
新
潟
県
ト
協
会
長
に
対
し

て
︑感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
︒

　

式
の
最
後
に
は
︑
庄
子
清

一
全
ト
協
副
会
長
（
環
境
対

策
・
Ｇ
Ｘ
委
員
長
）
が
閉
会

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
︑﹁
新
潟

市
郊
外
の
こ
の
地
は
︑
市
民

の
憩
い
の
場
と
聞
い
て
い
る
︒

今
回
の
植
樹
に
よ
り
︑
市
民

の
皆
様
に
も
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
と
思
っ
て
い
る
﹂
と

述
べ
た
上
で
︑﹁﹃
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
０
﹄
で
は
︑
Ｃ
Ｏ
２
削

減
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て

﹃
ト
ラ
ッ
ク
の
森
づ
く
り
事

業
﹄
が
重
要
な
位
置
付
け
と

な
っ
て
い
る
︒
今
回
の
植
樹

を
契
機
に
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期

待
し
て

い
る
﹂

と
述
べ

た
︒

に
歩
む
姿
勢
を
改
め
て
示
す

機
会
と
考
え
て
い
る
﹂
と
︑

同
事
業
の
意
義
に
つ
い
て
紹

介
し
た
上
で
︑﹁
西
海
岸
公

園
は
海
岸
沿
い
約
５
㌔
㍍
に

わ
た
っ
て
広
が
り
︑
38
万
本

の
ク
ロ
マ
ツ
林
を
取
り
込
ん

だ
広
大
な
公
園
で
︑
新
潟
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
︒
本
日
植
え
る
１

本
１
本
の
木
々
が
︑
や
が
て

豊
か
な
緑
と
な
り
︑
よ
り
市

民
に
親
し
ま
れ
る
公
園
に
な

っ
て
︑
次
の
世
代
に
受
け
継

が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

る
﹂
と
述
べ
た
︒

要
な
課
題
︒
全
ト
協
で
は
環

境
保
全
へ
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
︑
毎
年
こ
の
記
念

植
樹
を
行
っ
て
い
る
︒
緑
を

育
む
こ
の
活
動
を
通
じ
て
︑

自
然
環
境
へ
の
感
謝
と
未
来

へ
の
責
任
を
形
に
す
る
と
と

も
に
︑
地
域
の
皆
様
と
と
も

懇
親
会

　

全
体
会
議
終
了
後
に
は
懇

親
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
︒

　

懇
親
会
は
︑
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
菊
野
麻
子
氏
の

司
会
で
進
め
ら
れ
︑
ま
ず
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
︑
佐

渡
で
最
も
所
属
人
数
が
多
い

鬼
太
鼓
の
団
体
﹁
加
茂
歌
代

鬼
太
鼓
組
﹂が﹁
雄
鬼
﹂と﹁
雌

鬼
の
糸
取
り
﹂の
舞
を
披
露
︒

２
匹
の
鬼
に
よ
る
迫
力
あ
る

舞
と
太
鼓
の
力
強
い
裏
打
ち

が
︑
会
場
の
雰
囲
気
を
高
め

た
︒
ま
た
︑
新
潟
市
を
拠
点

と
す
る
芸
妓
と
し
て
知
ら
れ

る
古
町
芸
妓
が
︑
三
味
線
の

音
色
に
合
わ
せ
て
美
し
い
踊

り
を
披
露
し
︑
宴
の
席
に
和

と
華
を
添
え
た
︒

　

歓
迎
あ
い
さ
つ
で
は
︑
髙

田
和
夫
富
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
が
﹁
新
潟
の
豊
富
な

食
材
を
活
か
し
た
料
理
の
数

々
を
︑
新
潟
の
銘
酒
と
と
も

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
︑
会
員
同
士
の
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と

あ
い
さ
つ
︒
ま
た
︑
新
潟
市

の
中
原
八
一
市
長
が
﹁
新
潟

は
北
前
船
が
多
く
寄
港
す
る

港
町
と
し
て
︑
古
く
か
ら
栄

え
て
き
た
︒
皆
様
方
に
は
︑

新
潟
の
歴
史
や
文
化
︑
お
い

し
い
食
事
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し

た
後
︑
中
原
市
長
の
発
声
に

よ
り
乾
杯
を
行
っ
た
︒

　

提
供
さ
れ
た
料
理
は
︑
新

潟
伝
統
の
郷
土
料
理
﹁
の
っ

ぺ
﹂
や
生
寿
司
三
種
の
盛
り

合
わ
せ
︑
新
潟
県
北
村
上
の

塩
引
き
鮭
の
粕
汁
︑
佐
渡
サ

ー
モ
ン
の
パ
ン
粉
焼
き　

ヤ

ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
ハ
ー
ブ

ソ
ー
ス
︑
新
潟
県
産
牛
の
ス

テ
ー
キ　

豆
乳
味
噌
醤
油
マ

ス
タ
ー
ド
ソ
ー
ス
な
ど
︑
髙

田
富
山
県
ト
協
会
長
が
歓
迎

あ
い
さ
つ
の
中
で
言
及
し
た

新
潟
の
食
の
魅
力
を
堪
能
で

き
る
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
︒
ま

た
︑
乾
杯
酒
と
し
て
は
緑
川

（
魚
沼
市
・
緑
川
酒
造
）
が

用
意
さ
れ
た
ほ
か
︑
朝
日
山

（
長
岡
市
・
朝
日
酒
造
）
や

菊
水
（
新
発
田
市
・
菊
水
酒

造
）︑
麒
麟
山
（
東
蒲
原
郡

阿
賀
町
・
麒
麟
山
酒
造
）
な

ど
越
後
の
地
酒
が
勢
ぞ
ろ
い

し
た
︒

　

会
の
最
後
に
は
︑
山
田
秀

一
石
川
県
ト
協
会
長
が
閉
会

あ
い
さ
つ
を
述
べ
︑
懇
親
会

は
閉
幕
︒
全
国
か
ら
参
加
し

た
出
席
者
た
ち
が
︑
華
や
か

な
宴
の
中
で
親
睦
を
深
め
た
︒

髙田　和夫　富山県ト協会長

中原　八一　新潟市長

山田　秀一　石川県ト協会長

「
加
茂
歌
代
鬼
太
鼓
組
」
が
「
雄
鬼
」
と
「
雌
鬼
の
糸
取
り
」

の
舞
を
披
露

新
潟
の
伝
統
文
化
と
し
て
知
ら
れ
る
古
町
芸
妓

全ト協ホームページ
「トラックの森」づくり事業

西
海
岸
公
園
に
ク
ロ
マ
ツ
１
０
０
本
を
植
樹

業
界
が
育
ん
で
き
た
緑
を
次
世
代
に
繋
ぐ

第
22
回「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」植
樹
式

左から小林副会長、寺岡会長、佐久間中央区長、庄子副会長

㈱
新
潟
日
報
社　

小
田

㈱
新
潟
日
報
社　

小
田  

敏
三　

相
談
役

敏
三　

相
談
役

第30回「全国トラック運送事業者大会」特集第30回「全国トラック運送事業者大会」特集

「２０２５年これからの地方創生」
記念講演会・懇親会・「トラックの森」記念植樹式

（要旨・抜粋）



令和7年（2025年）10月25日 （4）第2267号（第3種郵便物認可）

大
島　

弘
明
氏　

本
年
６
月

に
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
﹂

な
ら
び
に
﹁
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の

体
制
の
整
備
等
の
推
進
に
関

す
る
法
律
﹂
と
い
う
二
つ
の

法
律
が
可
決
・
成
立
し
た
︒

　

た
だ
︑
ま
だ
こ
の
﹁
ト
ラ

ッ
ク
適
正
化
二
法
﹂
に
つ
い

て
︑
正
確
に
理
解
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
︒

今
日
は
︑
皆
様
と
こ
の
法
律

に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
り

た
い
︒
ま
ず
︑
こ
の
法
律
の

主
旨
︵
図
１
︶
に
つ
い
て
み
て

い
く
︒

　

物
流
が
国
民
生
活
・
経
済

活
動
の
基
盤
で
あ
り
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
経
済
的

・
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図

ら
な
け
れ
ば
︑
物
流
が
維
持

で
き
な
い
︒
そ
こ
に
お
い
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
適
正

・
適
切
な
賃
金
の
確
保
と
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
質
の
向

上
を
目
的
に
今
回
の
法
改
正

に
至
っ
た
︒

　

特
に
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
を
確
保
す
る
た
め
の
賃

金
ア
ッ
プ
﹂
が
︑
極
め
て
重

要
な
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て

い
る
︒
今
回
の
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
︑
ポ
イ
ン
ト
は
４
点

あ
る
︒

　

ま
ず
一
つ
目
は
︑﹁
許
可
の

更
新
制
度
の
導
入
﹂︒
今
ま

で
︑無
期
限
だ
っ
た
許
可
が
︑

今
回
の
改
正
に
よ
り
︑
５
年

ご
と
の
更
新
制
を
導
入
す
る

こ
と
に
な
っ
た
︒

　

二
つ
目
は
︑﹁
適
正
原
価
﹂

を
下
回
る
運
賃
お
よ
び
料
金

の
制
限
︒
こ
ち
ら
に
つ
い
て

は
︑
皆
様
の
会
社
で
貨
物
を

運
ぶ
際
︑
あ
る
い
は
他
の
事

業
者
に
運
送
を
委
託
す
る

際
︑
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
﹁
適
正
原
価
﹂
を
継
続
し

て
下
回
ら
な
い
こ
と
を
確
保

す
る
と
い
う
こ
と
が
法
律
と

な
っ
た
︒
こ
ち
ら
は
︑
き
ち

ん
と
し
た
原
価
を
い
た
だ

き
︑
そ
れ
を
賃
金
に
反
映
す

る
こ
と
が
大
き
な
目
的
だ
と

理
解
し
て
い
る
︒
こ
の
適
正

原
価
の
内
容
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
︑
す
で
に
始
ま
っ
て
い

２
︶︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

と
貨
物
利
用
運
送
事
業
者

は
︑
元
請
と
し
て
運
送
を
引

き
受
け
る
場
合
︑
再
委
託
の

回
数
を
２
回
以
内
に
制
限
す

る
よ
う
努
力
義
務
化
す
る
︒

　

つ
ま
り
︑
真
の
荷
主
が
い

て
︑
元
請
事
業
者
が
い
る
場

合
︑
そ
の
元
請
事
業
者
か
ら

数
え
て
１
次
︑
２
次
ま
で
が

実
運
送
で
︑
こ
こ
ま
で
に
抑

え
る
よ
う
に
努
め
る
と
い
う

こ
と
が
今
回
決
め
ら
れ
た
︒

　

四
つ
目
は
︑﹁
違
法
な
﹃
白

ト
ラ
﹄
に
係
る
荷
主
等
の
取

締
り
﹂︵
図
３
︶︒
適
正
な
原

価
を
収
受
い
た
だ
こ
う
と
い

う
一
方
で
︑
届
出
な
く
有
償

運
送
行
為
を
行
う
ト
ラ
ッ
ク
︑

つ
ま
り
﹁
白
ト
ラ
﹂
を
荷
主

が
利
用
す
る
こ
と
を
禁
止

し
︑
罰
則
を
つ
け
る
と
い
う

内
容
で
︑荷
主
に
対
し
て
も
︑

是
正
指
導
が
実
施
さ
れ
る
︒

﹁
何
人
も
︑
無
許
可
で
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
を
営
む
者
に

貨
物
の
運
送
を
委
託
し
て
は

な
ら
な
い
﹂
と
い
う
︑
荷
主

側
に
対
す
る
取
締
り
で
︑
違

反
し
た
場
合
は
罰
則
が
あ

る
︒
こ
の
白
ト
ラ
に
関
わ
っ
て

い
る
お
そ
れ
や
︑
疑
い
の
あ

る
荷
主
に
対
し
て
は
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
﹂
が
是

正
指
導
を
行
い
︑
白
ト
ラ
行

為
の
お
そ
れ
が
あ
れ
ば
︑
荷

主
に
対
し
て
要
請
を
実
施
す

る
︒
疑
う
に
足
り
る
相
当
な

理
由
が
あ
る
と
認
め
る
時
に

は
︑
荷
主
に
対
し
て
勧
告
・

公
表
を
行
う
︒

　

以
上
４
点
が
︑
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
の
一
部
改
正

の
内
容
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑図
１
の
右
側
に
あ
る

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の

適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整

備
等
の
推
進
に
関
す
る
法

律
﹂
に
つ
い
て
は
︑
今
申
し

上
げ
た
事
業
法
の
改
正
を
担

保
す
る
目
的
で
︑
特
に
三
つ

目
の
項
目
で
あ
る
﹁
物
流
政

策
推
進
会
議
﹂
を
設
置
す
る

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
ト
ピ

ッ
ク
だ
︒
こ
れ
は
︑
政
府
が

物
流
に
関
す
る
施
策
の
︑
総

合
的
か
つ
集
中
的
な
推
進
を

図
る
た
め
に
国
が
設
置
す
る

も
の
で
︑連
絡
調
整
を
行
い
︑

産
業
界
を
含
む
広
く
関
係
者

る
も
の
で
は
な
い
︒

﹁
標
準
的
運
賃
﹂
に

つ
い
て
は
廃
止
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
︑
私
は
﹁
発
展

的
解
消
﹂
と
理
解
し

て
い
る
︒

　

三
つ
目
は
︑﹁
委

託
次
数
の
制
限
﹂︵
図

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
︑
適

切
に
施
策
を
進
め
て
い
く
︒

そ
の
体
制
に
つ
い
て
も
こ
の

法
律
を
改
正
す
る
中
で
担
保

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
︒
皆

様
に
は
ぜ
ひ
再
度
︑
こ
の
法

律
改
正
に
関
し
て
ご
理
解
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
︒

　

続
い
て
は
︑
国
土
交
通
省

の
三
輪
田
課
長
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
適
正
化
二
法
の
施
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
だ
く
︒

三
輪
田　

優
子
氏　

ト
ラ
ッ

ク
適
正
化
二
法
の
施
行
時
期

に
つ
い
て
図
示
し
た
資
料︵
図

４
︶を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
︒

　

上
の
段
が
事
業
法
︑
下
の

段
が
体
制
整
備
に
関
す
る
新

法
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し

た
も
の
︒
ま
ず
本
年
６
月
に

こ
の
法
律
が
公
布
さ
れ
︑
最

初
の
施
行
は
そ
こ
か
ら
１
年

以
内
と
い
う
こ
と
で
︑
来
春

が
ま
ず
１
回
目
の
施
行
タ
イ

ミ
ン
グ
に
な
る
︒
こ
の
時
点

で
は
︑委
託
次
数
の
制
限
と
︑

違
法
な
白
ト
ラ
に
係
る
荷
主

等
の
取
締
り
が
施
行
と
な

る
︒
さ
ら
に
は
︑
一
般
貨
物

事
業
の
許
可
を
持
っ
て
い
る

皆
様
に
は
︑
す
で
に
改
正
物

流
法
に
基
づ
く
書
面
交
付
義

務
な
ど
が
今
年
４
月
か
ら
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
︑
利

用
運
送
事
業
者
に
も
同
じ
義

務
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
内

容
も
含
ま
れ
て
お
り
︑
こ
れ

が
第
１
段
階
の
施
行
で
あ
る
︒

　

第
２
段
階
は
︑﹁（
公
布
後
）

３
年
以
内
﹂と
い
う
こ
と
で
︑

令
和
10
年
春
頃
に
な
る
か
と

思
う
が
︑
こ
ち
ら
が
２
回
目

の
施
行
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な

る
︒
こ
こ
で
ま
ず
﹁
許
可
更

新
制
度
﹂
と
︑
皆
様
の
関
心

が
高
い
﹁
適
正
原
価
の
遵
守

義
務
﹂
が
始
ま
る
︒
そ
れ
か

ら
︑
今
回
の
法
律
の
中
に
︑

労
働
者
で
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
様
の
処
遇
を
確
保
せ
よ

と
い
う
処
遇
確
保
義
務
規
定

が
入
っ
て
い
る
の
で
︑
こ
れ
ら

が
３
年
以
内
に
施
行
さ
れ
る

内
容
だ
︒
た
だ
し
そ
の
前
に
︑

適
正
原
価
が
決
ま
っ
て
か
ら
︑

適
用
を
開
始
す
る
と
言
わ
れ

て
も
皆
様
も
困
惑
す
る
と
思

う
の
で
︑
施
行
ま
で
に
は
十

分
な
周
知
期
間
を
設
け
る
︒

例
え
ば
︑
施
行
１
年
前
と
い

っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
は
︑
国

交
大
臣
が
適
正
原
価
を
告
示

す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
る
︒

　

な
お
︑
今
か
ら
３
年
以
内

に
許
可
更
新
制
度
が
始
ま
る

と
申
し
上
げ
た
が
︑
実
際
に

は
プ
ラ
ス
２
年
間
程
度
の
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
︒

そ
の
間
に
︑
適
正
原
価
の
遵

守
義
務
に
沿
っ
て
︑
皆
様
に

社
内
の
体
制
を
し
っ
か
り
整

え
て
い
た
だ
き
︑
さ
ら
に
２

年
経
っ
た
後
︑
つ
ま
り
公
布

か
ら
約
５
年
後
︑
令
和
12
年

に
許
可
更
新
の
申
請
が
始
ま

る
と
い
う
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
︒
今
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
は
６
万
３
千
者
ほ

ど
で
︑
な
か
な
か
全
社
の
申

請
を
一
度
に
捌
く
こ
と
は
で

き
な
い
た
め
︑
貸
切
バ
ス
な

ど
の
例
に
倣
い
︑
５
年
を
め

ど
で
一
巡
す
る
よ
う
︑
何
グ

ル
ー
プ
か
に
分
け
る
形
で
審

査
を
行
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
た
い
︒

　

そ
し
て
︑
体
制
整
備
の
新

法
に
関
し
て
は
︑
な
か
な
か

地
方
運
輸
局
だ
け
で
は
マ
ン

パ
ワ
ー
も
厳
し
い
と
い
う
こ

と
で
︑
今
回
の
法
律
で
は
独

立
行
政
法
人
に
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
し
て
体
制
を
整
備
す

る
と
い
う
規
定
が
入
っ
て
い

る
︒
今
日
の
時
点
で
は
ど
こ

の
独
立
行
政
法
人
に
や
っ
て

い
た
だ
く
か
は
︑
全
く
決
ま

っ
て
い
な
い
︒
そ
れ
を
公
布

か
ら
３
年
以
内
に
政
府
︑
国

交
省
か
ら
︑
新
し
い
法
律
改

正
案
を
国
会
に
提
出
し
て
ご

審
議
い
た
だ
く
形
で
体
制
整

備
を
図
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

な
る
︒

大
島
氏　

続
い
て
パ
ネ
リ
ス

ト
の
方
々
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
ご
意
見
を
頂
戴
で

き
れ
ば
と
思
う
︒
ま
ず
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
立
場

か
ら
︑
小
林
会
長
︒

小
林　

和
男
氏　

全
体
で
最

も
大
事
な
こ
と
は
︑
目
的
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
だ
︒

具
体
的
に
言
う
と
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
適
切
な
賃
金
の
確
保
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
質
の

向
上
を
図
る
こ
と
︒
こ
の
法

律
は
全
て
︑
こ
れ
を
目
的
に

施
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を

常
に
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
︑
我
々
に
と
っ
て
最

も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
︒
私

は
55
年
以
上
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
が
︑

こ
の
よ
う
な
法
律
が
で
き
る

と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
︒

非
常
に
あ
り
が
た
い
法
律
が

で
き
た
と
思
う
︒

る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
︒
そ

う
し
た
意
味
で
は
︑﹁
強
制

力
を
も
っ
た
運
賃
の
収
受
が

で
き
な
い
か
﹂
と
い
う
こ
と

が
長
年
の
課
題
だ
っ
た
中
で
︑

﹁
適
正
原
価
﹂
と
い
う
画
期

的
な
物
差
し
を
示
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
︑
大
変
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
る
︒
こ
の

原
価
が
ど
う
い
っ
た
形
に
な

っ
て
い
く
の
か
︑
と
い
う
こ
と

が
︑
最
も
興
味
が
あ
る
と
こ

ろ
だ
︒
最
終
的
に
は
︑
国
の

運
輸
審
議
会
を
経
て
︑
荷
主

側
も
含
め
た
関
係
者
の
理
解

の
も
と
に
公
示
さ
れ
こ
と
に

な
る
と
思
う
の
で
︑
非
常
に

興
味
深
く
注
視
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
︒
た
だ
そ
れ
以
前

に
︑今
の
う
ち
に
運
賃
を
﹁
標

準
的
運
賃
﹂
に
少
し
で
も
近

づ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
︒
そ
う
し
て
お
け
ば
︑

適
正
原
価
が
示
さ
れ
た
時

に
︑
最
も
敏
感
か
つ
柔
軟
に

反
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
︒

　

適
正
原
価
の
実
効
性
を
高

め
る
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ

が
︑
先
ほ
ど
説
明
が
あ
っ
た

よ
う
に
︑﹁
物
流
政
策
推
進

会
議
﹂
と
い
う
も
の
が
で
き

る
の
で
︑
荷
主
の
所
管
省
庁

か
ら
荷
主
へ
の
周
知
を
徹
底

的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
を
希
望
し
て
い
き
た

い
︒
ま
た
同
時
に
︑
我
々
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
側
も
︑

適
正
原
価
を
は
じ
め
と
し
た

法
改
正
の
中
身
を
き
ち
ん
と

理
解
し
︑
そ
し
て
堂
々
と
実

行
す
る
こ
と
が
必
要
だ
︒

　

ま
た
︑
委
託
次
数
の
制
限

に
つ
い
て
は
努
力
義
務
と
な
っ

て
い
る
︒
あ
く
ま
で
も
目
的

は
︑
実
運
送
事
業
者
が
適
正

運
賃
を
ど
の
程
度
収
受
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
︒
異
論
の

あ
る
方
も
い
る
と
思
う
が
︑

当
面
の
目
標
と
し
て
︑
運
送

委
託
は
２
次
ま
で
と
い
う
こ

と
を
︑
皆
で
協
力
し
合
い
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
︒

　

さ
ら
に
白
ト
ラ
の
問
題
に

つ
い
て
︑
白
ト
ラ
と
知
っ
て

使
用
し
た
荷
主
側
に
も
罰
則

を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
︑

今
ま
で
に
全
く
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
︒
荷
主
に
対
し
て

も
︑
白
ト
ラ
を
使
用
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
し
た
い
︒

　

一
番
の
問
題
は
︑
我
々
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
こ
の

変
化
に
対
し
て
︑
主
体
性
を

も
っ
て
対
応
で
き
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
だ
︒
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
に
例
え
る
と
︑
あ
り

が
た
い
法
改
正
と
い
う
ボ
ー

ル
が
今
我
々
に
投
げ
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
︑
今
度
は
我
々

が
そ
の
ボ
ー
ル
を
ど
の
よ
う

に
投
げ
返
す
の
か
が
重
要

だ
︒
言
う
は
易
く
︑
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
︒
ぜ
ひ
︑
こ
の

あ
り
が
た
い
法
律
を
活
用
し

て
︑
業
界
全
体
で
取
り
組
み

を
進
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃

金
ア
ッ
プ
の
原
資
に
し
て
︑

そ
し
て
業
界
全
体
の
質
を
上

げ
る
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
ト

ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
施
行
に

向
け
︑
我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
が
団
結
し
て
進
ん
で

い
こ
う
で
は
な
い
か
︒

大
島
氏　

次
に
︑
労
働
組
合

の
立
場
か
ら
交
通
労
連
の
織

田
委
員
長
︒

織
田　

正
弘
氏　

ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
二
法
の
重
点
項
目
の

一
つ
と
し
て
許
可
更
新
制
度

が
あ
る
︒
貸
切
バ
ス
事
業
者

に
つ
い
て
は
︑
平
成
29
年
４

月
か
ら
事
業
許
可
方
針
制
度

が
導
入
さ
れ
て
い
る
︒
導
入

の
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
︑

平
成
28
年
１
月
に
発
生
し
た

軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
だ

っ
た
︒
交
通
労
連
は
こ
う
し

た
経
緯
を
踏
ま
え
︑
か
ね
て

か
ら
︑ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
︑

貸
切
バ
ス
と
同
様
に
事
業
許

可
の
更
新
制
度
を
要
望
し
て

い
た
た
め
︑
願
い
が
叶
い
大

変
嬉
し
い
︒
加
え
て
︑
貸
切

バ
ス
に
つ
い
て
は
︑
平
成
29

年
度
か
ら
令
和
５
年
度
の
期

間
に
８
７
０
事
業
者
が
事
業

許
可
を
更
新
で
き
ず
に
退
出

し
て
お
り
︑
退
出
率
は
16
・

５
％
︒
こ
の
数
字
は
個
人
的

に
は
多
い
と
受
け
止
め
て
い

る
︒
退
出
の
主
な
理
由
に
つ

い
て
は
︑
適
正
な
収
益
が
得

ら
れ
て
い
な
い
︑
法
令
遵
守

が
で
き
て
い
な
い
︑
あ
る
い

は
法
令
遵
守
が
こ
の
先
も
で

き
な
い
と
い
う
状
況
が
多
い
︒

一
方
で
︑
事
業
許
可
が
更
新

で
き
た
事
業
者
に
つ
い
て
は
︑

収
益
は
改
善
し
︑
安
全
性
に

つ
い
て
も
向
上
し
て
い
る
と

思
う
の
で
︑
こ
の
実
効
性
に

つ
い
て
は
十
分
に
確
保
・
担

保
で
き
て
い
る
と
考
え
る
︒

　

こ
う
し
た
中
で
︑
ト
ラ
ッ

ク
の
事
業
許
可
更
新
制
度
に

つ
い
て
は
︑
令
和
10
年
の
施

行
で
︑
経
過
措
置
も
２
年
を

経
る
中
で
︑
令
和
12
年
に
ス

タ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
︒
適
正
原
価
に
つ

い
て
は
令
和
10
年
の
ス
タ
ー

ト
に
な
る
の
で
︑
事
業
許
可

を
更
新
す
る
た
め
に
は
︑
こ

の
２
年
間
で
い
か
に
適
正
な

運
賃
や
料
金
を
収
受
し
て
︑

適
正
な
収
益
を
得
ら
れ
る
か

に
か
か
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い

る
︒

　

翻
っ
て
︑
現
状
に
つ
い
て

は
︑
適
正
な
収
益
が
得
ら
れ

て
い
な
い
状
況
の
中
で
︑
安

全
へ
の
投
資
が
十
分
に
行
わ

れ
て
お
ら
ず
︑
労
働
基
準
法

違
反
や
︑
あ
る
い
は
改
善
基

準
告
示
違
反
が
発
生
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
︒
併
せ
て
︑

社
会
保
険
へ
の
未
加
入
・
未

納
も
発
生
し
て
い
る
︒
し
た

が
っ
て
︑
繰
り
返
し
に
は
な

る
が
︑
私
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
が
輸
送
需
要
に
し

っ
か
り
と
応
え
て
い
く
た
め

に
も
︑
経
過
措
置
の
２
年
間

に
つ
い
て
は
︑
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
適
正
な
運
賃
・
料

金
の
収
受
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
︒

　

続
い
て
︑﹁
適
正
原
価
﹂
へ

の
期
待
に
つ
い
て
申
し
上
げ

る
︒
令
和
７
年
度
の
賃
上
げ

率
の
推
移
に
つ
い
て
︑
交
通

労
連
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の
賃
上

げ
は
３
・
37
％
︑
一
方
で
全

産
業
平
均
の
賃
上
げ
率
は
５

・
25
％
で
︑
そ
の
差
は
１
・

88
ポ
イ
ン
ト
と
︑
水
を
あ
け

ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
所
定

内
給
与
額
に
つ
い
て
も
︑
全

産
業
平
均
に
比
べ
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
は
極
め
て
低
位

に
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
は
全
産
業
平
均
に

比
し
て
年
間
総
実
労
働
時
間

が
１
・
５
倍
ほ
ど
長
く
︑
賃

金
は
１
割
５
分
ほ
ど
低
い
と

い
わ
れ
て
い
る
︒
そ
の
ほ
か
︑

年
間
休
日
に
つ
い
て
も
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
は
年
間
１
１

０
日
前
後
と
︑
極
め
て
少
な

い
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
︒

　

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
︑

現
場
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い

る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
様
に
お
か
れ
て
は
︑
昼
夜

を
問
わ
ず
︑
暑
い
日
も
寒
い

日
も
大
雨
の
日
も
︑
あ
る
い

は
有
事
の
災
害
で
も
︑
安
全

・
健
康
を
管
理
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
︑
日
夜
︑
物
流
を

止
め
ず
に
社
会
・
経
済
活
動

に
ご
貢
献
い
た
だ
い
て
い
る
︒

し
か
し
︑
そ
の
割
に
は
︑
運

賃
・
料
金
は
極
め
て
低
位

で
︑
結
果
と
し
て
収
益
は
芳

し
く
な
く
︑
人
へ
の
投
資
や

設
備
投
資
に
つ
い
て
は
︑
他

産
業
と
比
較
す
る
と
下
回
っ

て
い
る
状
況
だ
︒

　

こ
う
し
た
中
で
︑
今
般
の

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
の
成

立
は
画
期
的
で
あ
り
︑
大
い

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
だ
︒
そ

の
一
方
で
︑
適
正
原
価
の
制

度
に
つ
い
て
は
︑
令
和
10
年

に
開
始
と
︑
施
行
ま
で
３
年

弱
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
だ

が
︑
時
間
的
な
猶
予
は
な
い

と
思
う
︒
現
在
の
﹁
標
準
的

運
賃
﹂
を
し
っ
か
り
と
活
用

し
て
い
く
中
で
︑
適
正
な
運

賃
・
料
金
の
収
受
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
︒

　

結
び
に
︑
今
般
の
適
正
化

二
法
の
成
立
に
お
い
て
︑
国

交
省
様
︑
全
ト
協
様
に
お
か

れ
て
は
︑
多
大
な
る
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
た
︒
改
め
て
御

礼
を
申
し
上
げ
る
︒

大
島
氏　

続
い
て
︑
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
立
場
か
ら

の
ご
意
見
を
伺
い
た
い
︒

小
坂　

真
弘
氏　

標
準
的
運

賃
制
定
時
の
原
価
の
調
査
に

携
わ
っ
た
立
場
か
ら
お
話
し

し
た
い
︒

　

最
初
に
︑﹁
標
準
的
運
賃
﹂

と
﹁
適
正
原
価
﹂
の
相
違
点

で
あ
る
が
︑
標
準
的
運
賃
は

一
般
貨
物
の
み
が
対
象
で
︑

﹁
目
安
水
準
﹂︒
こ
れ
を
遵

守
し
な
く
と
も
罰
則
は
一
切

な
い
︒
適
正
原
価
は
一
般
貨

物
に
加
え
︑
特
積
・
特
定
・

軽
貨
物
も
示
す
こ
と
が
で
き

る
が
︑
軽
貨
物
の
み
︑
更
新

制
対
象
で
な
い
た
め
︑
例
外

的
な
位
置
づ
け
だ
︒

　

ま
た
︑
標
準
的
運
賃
は
伝

統
的
な
原
価
計
算
基
準
で
計

算
し
た
が
︑適
正
原
価
は﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
の
持
続
性
︑
継

続
性
﹂
を
確
保
す
る
た
め
の

将
来
必
要
な
投
資
原
資
を
含

め
た
原
価
に
よ
り
設
計
さ
れ

て
い
る
︒
利
益
は
︑
標
準
的

運
賃
は
3
％
弱
︑
適
正
原
価

に
は
含
め
な
い
︒
さ
ら
に
︑

適
正
原
価
の
原
価
項
目
の
9

割
以
上
が
同
じ
で
あ
る
が
︑

具
体
的
構
成
は
今
後
検
討
さ

れ
る︵
以
上
、表
１
及
び
図
５
︶︒

　

ま
た
適
正
原
価
は
︑
運
送

原
価
と
料
金
原
価
︑
割
増
料

で
構
成
さ
れ
︑
標
準
的
運
賃

と
ほ
ぼ
同
じ
設
計
と
な
る
可

能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か

︵
図
６
︶︒こ
の
適
正
原
価
は
︑

運
送
事
業
者
の
発
注
側
︑
受

注
側
の
い
ず
れ
も
︑
告
示
さ

れ
る
適
正
原
価
を
﹁
継
続
的

に
﹂
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い

︵
図
７
︶︒

　

多
層
化
し
て
も
全
取
引
に

適
用
さ
れ
︑
元
請
・
１
次
・

２
次
と
︑
各
段
階
で
継
続
し

て
適
正
原
価
を
下
回
っ
て
は

な
ら
な
い
︒﹁
継
続
し
て
﹂
と

は
︑﹁
一
定
の
期
間
（
例
:

１
年
間
︑
５
年
間
な
ど
）︑

適
正
原
価
を
下
回
っ
て
い
な

い
﹂こ
と
で
あ
り
︑季
節
波
動
︑

ス
ポ
ッ
ト
輸
送
で
︑﹁
一
時
的

に
﹂
適
正
原
価
を
下
回
っ
た

場
合
︑﹁
継
続
し
て
適
正
原

価
を
下
回
る
﹂
と
い
う
状
態

に
は
な
ら
な
い
た
め
︑
義
務

違
反
と
な
ら
な
い
︒

　

適
正
原
価
は
︑
一
定
期
間

を
継
続
し
て
適
正
原
価
を
下

回
る
な
ど
︑
義
務
違
反
が
あ

っ
た
場
合
︑
運
送
事
業
者
に

は
行
政
指
導
及
び
更
新
制
で

の
評
価
対
象
と
な
り
︑
違
反

の
原
因
が
荷
主
側
に
あ
る
場

合
︑
違
反
原
因
行
為
の
是
正

指
導
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
︑

実
効
性
を
確
保
す
る
仕
組
み

が
あ
る
︒

　

適
正
原
価
は
︑
荷
主
・
元

請
と
の
運
賃
交
渉
で
活
用

し
︑
運
賃
を
適
正
水
準
に
引

き
上
げ
た
り
︑
取
引
条
件
の

見
直
し
に
活
用
で
き
る
︒
こ

こ
に
大
き
な
期
待
が
あ
る
︒

一
方
で
︑
適
正
原
価
が
実
勢

の
運
賃
よ
り
も
高
過
ぎ
︑
荷

主
が
支
払
い
で
き
な
い
な
ど
︑

理
解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
︑

い
か
に
修
正
適
用
す
べ
き
か
︑

実
運
送
段
階
ま
で
︑
広
く
取

引
に
浸
透
す
る
に
は
︑
一
定

の
期
間
が
必
要
か
も
し
れ
な

い
︒

　

な
に
よ
り
も
︑
運
用
設
計

　

ま
ず
は
許
可
更
新
制
の
こ

と
︒
こ
れ
に
つ
い
て
︑
私
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視

し
た
経
営
を
し
て
い
れ
ば
︑

問
題
な
く
許
可
を
更
新
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
︒

た
だ
し
今
回
は
︑
適
正
原
価

を
下
回
ら
な
い
取
引
を
し
て

い
る
が
︑
労
働
者
の
適
切
な

処
遇
の
確
保
の
た
め
に
︑
必

要
な
措
置
を
し
て
い
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
だ
︒

　
﹁
適
正
原
価
を
下
回
る
運

賃
・
料
金
の
制
限
﹂
が
や
は

り
我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
と
っ
て
一
番
関
心
の
あ
る

事
柄
だ
︒
現
在
︑﹁
標
準
的

運
賃
﹂
を
一
つ
の
目
標
・
指

標
と
し
て
︑
少
し
で
も
近
づ

け
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が

業
界
の
総
意
で
あ
る
と
思
う

が
︑
全
ト
協
の
調
査
結
果
を

み
て
も
︑
実
際
は
﹁
標
準
的

運
賃
﹂
の
７
割
も
収
受
で
き

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
︒
あ

る
い
は
そ
れ
を
下
回
っ
て
い

テーマ

第30回「全国トラック運送事業者大会」特集第30回「全国トラック運送事業者大会」特集

「トラック適正化二法施行に向けての期待」
シンポジウムダイジェスト
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図２
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【貨物自動車運送事業法】

【貨物自動車運送事業の適正化のための体制の整備等の推進に関する法律】

◯委託次数の制限
◯違法な白トラに係る
　荷主等の取締
◯書面交付義務等の
　利用運送事業者への適
　用

◯許可基準追加、許可更新制度
◯適正原価の遵守義務
◯労働者処遇確保義務

政府は基本方針に基づき、必要な法律上の
措置等を３年以内を目途として講じる

更新の申請及び審査の開始
（５年めどで一巡）

コーディネーター
大島　弘明　氏

三輪田　優子　氏

小坂　真弘　氏

小林　和男　氏

織田　正弘　氏
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が
極
め
て
重
要
だ
︒
実
効
性

を
確
保
で
き
る
よ
う
︑
更
新

で
の
評
価
方
法
︑
詳
細
な
適

用
ル
ー
ル
︑
荷
主
に
対
す
る

指
導
方
法
な
ど
︑
課
題
は
あ

る
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め

に
︑
適
正
原
価
︑
更
新
制
の

実
効
性
が
確
保
さ
れ
る
運
用

設
計
が
さ
れ
て
い
け
ば
︑
こ

れ
ま
で
の
商
慣
行
が
変
化

し
︑
業
界
を
革
新
す
る
起
爆

剤
と
な
る
だ
ろ
う
︒

大
島
氏　

続
い
て
︑
今
回
の

改
正
に
よ
り
︑
一
般
社
会
に

も
様
々
な
影
響
や
期
待
が
あ

る
か
と
思
う
︒
そ
う
し
た
点

に
つ
い
て
︑
マ
ス
コ
ミ
の
立
場

か
ら
︑
読
売
新
聞
の
佐
々
木

編
集
委
員
︒

佐
々
木　

達
也
氏　

今
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
適
正
化
二
法
を
実
効
性
の

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の
取

り
組
み
だ
が
︑
法
律
自
体
が

電
光
石
火
で
成
立
し
て
し
ま

い
︑
我
々
マ
ス
コ
ミ
も
報
道

し
き
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ

る
の
で
︑
こ
れ
か
ら
そ
の
中

身
を
し
っ
か
り
と
報
道
し
て

い
き
た
い
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
は
様
々
な
施
策
が
導

入
さ
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
の

が
違
法
な
取
り
引
き
だ
︒
近

年
の
読
売
新
聞
に
お
け
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
関
連
の
報

道
を
み
る
と
︑
愛
媛
県
︑
大

阪
府
な
ど
︑
今
年
に
入
っ
て

か
ら
特
に
︑
白
ト
ラ
摘
発
事

例
の
ニ
ュ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
︑

そ
の
中
に
は
初
め
て
荷
主
が

逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
事
例
も

含
ま
れ
て
い
た
︒
白
ト
ラ
の

摘
発
は
︑
名
義
貸
し
な
ど
の

ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
︑
立
証

・
実
証
が
非
常
に
難
し
い

が
︑
今
回
の
改
正
を
契
機
と

し
て
︑
さ
ら
に
白
ト
ラ
の
監

視
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
︒

　

ま
た
昨
今
は
︑
テ
レ
ビ
な

ど
で
物
価
高
が
諸
悪
の
根
源

で
あ
る
か
の
よ
う
な
︑
一
面

的
な
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る

が
︑
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
︑

物
価
上
昇
に
伴
っ
て
賃
金
が

上
が
っ
て
い
く
こ
と
は
重
要

な
こ
と
で
あ
る
か
ら
し
て
︑

物
流
に
お
い
て
も
運
賃
の
値

上
げ
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で

は
な
い
と
い
え
る
︒

大
島
氏　

最
後
に
︑
行
政
の

立
場
か
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
へ
の
対
応
と
し
て
︑

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
取
り

組
み
に
関
し
て
︑
三
輪
田
課

長
︒

三
輪
田
氏　

今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
関
し
て
︑﹁
公
布
か

ら
１
年
以
内
﹂
と
い
う
設
定

の
委
託
次
数
の
制
限
や
︑
白

ト
ラ
に
係
る
荷
主
の
取
締
り

に
関
し
て
は
︑
来
春
の
施
行

で
あ
る
︒
今
は
10
月
で
あ
り
︑

あ
と
半
年
ほ
ど
と
︑
時
間
が

迫
っ
て
き
て
い
る
︒
ま
ず
は

荷
主
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た

だ
か
な
い
と
い
け
な
い
︒

　

ま
た
︑
今
年
度
の
下
半
期

に
︑
適
正
原
価
に
係
る
実
態

調
査
を
行
い
た
い
︒﹁
標
準

的
運
賃
﹂
を
作
る
際
と
同
じ

よ
う
に
調
査
を
お
願
い
す
る

が
︑
今
度
は
よ
り
し
っ
か
り

と
し
た
調
査
と
根
拠
が
必
要

に
な
る
︒
調
査
依
頼
が
あ
っ

た
事
業
者
様
に
は
︑
ご
負
担

に
な
る
と
思
う
が
︑
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
︒
こ

の
調
査
を
経
て
︑
あ
る
程
度

の
整
理
が
で
き
た
ら
︑
お
そ

ら
く
来
年
度
︑
ど
こ
か
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
︑
実
際
に
適
正

原
価
を
ど
う
設
定
す
る
か
を

決
め
て
い
く
検
討
会
を
立
ち

上
げ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
る
︒
ま
ず
︑
こ
の

適
正
原
価
を
ど
の
よ
う
な
哲

学
で
定
め
る
の
か
︑
ギ
リ
ギ

リ
の
水
準
な
の
か
︑
も
し
く

は
も
う
少
し
高
み
を
目
指
す

の
か
︑
そ
れ
が
現
実
的
な
も

の
か
ど
う
か
な
ど
︑
様
々
な

ご
意
見
が
あ
る
と
思
う
︒
ま

た
︑
業
種
や
特
殊
業
態
の
割

増
率
な
ど
も
必
要
と
い
う
こ

と
で
︑
ど
う
い
う
仕
分
け
を

す
る
の
が
よ
い
か
︑
グ
ル
ー

ピ
ン
グ
も
行
っ
て
い
く
︒
あ

ま
り
複
雑
に
な
り
す
ぎ
て

も
︑
制
度
と
し
て
回
っ
て
い

か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
︒﹁
ち
ょ
う
ど
い
い

塩
梅
﹂
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
水

準
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い

て
︑
多
様
な
観
点
か
ら
検
討

す
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会

か
ら
も
︑
広
く
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
皆
様
に
ご
参
画

・
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
い
︒

検
討
会
に
は
︑
物
価
水
準
も

関
わ
っ
て
い
る
の
で
︑
消
費

者
代
表
と
い
っ
た
目
線
が
必

要
か
と
思
う
︒
そ
う
い
っ
た

皆
様
で
議
論
す
る
検
討
の
場

を
立
ち
上
げ
て
い
く
こ
と
に

な
る
︒
そ
の
中
で
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
現
在
の
実
態

だ
け
で
は
な
く
︑
持
続
可
能

な
理
想
像
や
今
後
あ
る
べ
き

姿
も
見
据
え
︑
議
論
を
戦
わ

せ
な
が
ら
結
論
を
得
て
い
く

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
︒

　

先
ほ
ど
︑
体
制
の
整
備
に

関
す
る
新
法
に
つ
い
て
︑﹁
３

年
以
内
に
ま
た
政
府
と
し
て

法
律
を
国
会
に
提
出
し
て
整

理
し
な
い
と
い
け
な
い
﹂
と

申
し
上
げ
た
が
︑
ま
ず
独
立

行
政
法
人
を
ど
こ
に
す
る
か

と
い
う
話
に
つ
い
て
も
︑
組

織
が
肥
大
化
し
な
い
か
︑
人

件
費
が
膨
ら
み
す
ぎ
て
い
な

い
か
な
ど
に
つ
い
て
︑
世
の

中
の
皆
様
か
ら
常
に
厳
し
く

監
視
さ
れ
て
い
る
立
場
で
あ

る
た
め
︑
新
し
い
独
立
行
政

法
人
を
作
る
の
は
難
し
い
だ

ろ
う
︒
そ
う
な
る
と
︑
こ
の

よ
う
な
業
務
を
運
営
で
き
そ

う
な
独
立
行
政
法
人
と
調
整

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
︑

独
立
行
政
法
人
に
仕
事
を
委

託
す
る
場
合
に
は
︑
そ
の
予

算
を
要
求
し
て
い
く
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
︒
こ
れ
は
︑

来
年
の
夏
に
要
求
を
出
す
こ

と
に
な
る
た
め
︑
そ
れ
ま
で

の
間
に
調
整
す
る
と
い
う
こ

と
と
︑
ま
た
方
針
や
制
度
自

体
の
運
用
方
法
も
あ
る
程
度

見
え
て
い
な
い
と
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
︒そ
の
際
に
は
︑

い
わ
ゆ
る
悪
質
事
業
者
と
い

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
︑
安
い

運
賃
で
条
件
の
悪
い
仕
事
も

引
き
受
け
て
適
切
な
構
造
を

歪
め
て
い
る
事
業
者
に
は
︑

退
出
を
い
た
だ
く
こ
と
が
目

的
な
の
で
︑
そ
れ
を
効
果
的

に
で
き
る
制
度
運
用
を
ご
案

内
し
た
い
︒
一
方
で
︑
あ
ま

り
に
ガ
チ
ガ
チ
に
し
す
ぎ
て
︑

申
請
者
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
皆
様
の
過
度
な

ご
負
担
に
な
っ
て
は
い
け
な

い
︒
今
回
の
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
は
︑
平
成
２
年
以
来

35
年
ぶ
り
の
大
改
革
だ
が
︑

制
度
は
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を

含
ん
で
お
り
︑
非
常
に
難
し

い
こ
と
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い

る
︒
皆
様
の
運
ぶ
荷
物
は
多

岐
に
わ
た
り
︑
距
離
も
︑
近

~
長
距
離
と
様
々
だ
︒
皆
様

の
ご
意
見
を
全
て
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
そ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
な

い
が
︑
制
度
に
す
る
に
は
︑

ど
こ
か
で
割
り
切
る
こ
と
も

必
要
に
な
る
︒
皆
様
の
ご
意

見
を
す
べ
て
反
映
さ
せ
る
こ

と
は
︑
な
か
な
か
難
し
い
と

考
え
て
い
る
の
で
︑
こ
の
点
に

つ
い
て
は
︑
ご
理
解
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
︒

　

さ
ら
に
最
終
的
に
は
︑
荷

な
る
︒
そ
れ
を
現
状
と
比
べ

て
み
た
時
に
︑
お
客
様
に
と

っ
て
上
り
幅
が
何
％
な
の
か

に
よ
っ
て
︑
だ
い
ぶ
局
面
は

全
く
違
っ
て
く
る
︒つ
ま
り
︑

現
実
的
に
︑
ど
の
程
度
運
賃

を
上
げ
る
の
か
と
い
う
こ
と

だ
︒
今
ま
で
の
立
場
を
ひ
っ

く
り
返
し
︑﹁
法
律
を
守
っ
て

く
れ
﹂
と
折
衝
す
る
こ
と
に

な
る
︒
そ
れ
を
我
々
も
や
っ

た
こ
と
が
な
い
の
で
︑
ど
の

程
度
が
現
実
的
な
上
が
り
幅

と
し
て
︑
お
客
様
の
許
容
で

き
る
範
囲
な
の
か
︑
我
々
と

お
客
様
の
﹁
い
い
塩
梅
﹂
を

探
る
た
め
に
は
︑
こ
の
２
年

間
︑
１
年
１
年
着
実
に
︑
お

客
様
に
対
し
て
お
願
い
し
て

い
く
と
い
う
姿
勢
が
元
に
な

る
の
だ
ろ
う
と
思
う
︒つ
ま
り
︑

﹁﹃
３
年
以
内
﹄
の
基
礎
固

め
﹂
を
や
っ
て
い
く
こ
と
が

非
常
に
重
要
だ
︒

　

も
う
一
つ
は
︑﹁
２
０
２
４

年
問
題
﹂
に
つ
い
て
︑
知
ら

な
い
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く

な
っ
た
と
思
う
︒そ
れ
だ
け
︑

物
流
に
対
し
て
の
認
識
が
進

ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
︒
い

ま
物
流
︑
特
に
Ｅ
Ｃ
（
電
子

商
取
引
）
貨
物
が
大
変
な
状

況
だ
と
い
う
こ
と
は
知
れ
わ

た
っ
て
お
り
︑
運
賃
・
料
金

を
し
っ
か
り
収
受
す
る
機
運

は
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
︒

そ
の
風
に
乗
っ
て
︑
今
か
ら

で
も
少
し
ず
つ
お
願
い
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
︑
我
々

の
業
界
に
必
要
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
う
︒

大
島
氏　

荷
主
と
の
き
ち
ん

と
し
た
交
渉
が
︑
こ
れ
か
ら

の
２
~
３
年
間
で
︑
引
き
続

き
必
要
だ
と
思
う
︒
小
坂
様

に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
立
場
と
し

て
︑
効
果
的
な
対
応
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
︒

小
坂
氏　

適
正
運
賃
へ
の
見

直
し
が
困
難
な
原
因
に
は
︑

荷
主
の
理
解
不
足
と
︑
事
業

者
の
足
並
み
が
揃
わ
な
い
点

に
あ
る
︒

　

こ
の
点
︑
適
正
運
賃
に
引

上
げ
︑
見
直
し
す
る
た
め
の

根
拠
と
し
て
︑
適
正
原
価
が

後
ろ
盾
と
し
て
機
能
し
︑
荷

主
の
理
解
を
引
き
出
し
や
す

く
な
る
︒
さ
ら
に
︑
適
正
原

価
が
義
務
付
け
さ
れ
る
こ
と

で
︑
事
業
者
同
士
の
価
格
競

争
が
是
正
さ
れ
︑
足
並
み
が

揃
い
や
す
く
な
る
︒

　

つ
ま
り
︑
適
正
原
価
と
更

新
制
を
連
携
さ
せ
た
仕
掛
け

が
︑
適
正
運
賃
水
準
ま
で
︑

引
上
げ
し
や
す
く
な
る
効
果

が
あ
る
が
︑
個
々
の
運
賃
交

渉
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
︑

原
価
計
算
や
荷
主
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
努

力
な
ど
︑
こ
れ
ま
で
と
変
化

し
な
い
︒

佐
々
木
氏　

制
度
を
理
解
し

な
い
荷
主
に
は
︑
地
道
な
周

知
徹
底
が
必
要
だ
と
考
え
る
︒

大
島
氏　

続
い
て
︑
委
託
次

数
の
制
限
に
つ
い
て
︑
行
政

が
行
う
サ
ポ
ー
ト
等
が
も
し

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
︑
三
輪
田

課
長
に
伺
い
た
い
︒

三
輪
田
氏　

こ
の
議
員
立
法

と
並
行
し
て
︑
昨
年
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
多

重
下
請
構
造
検
討
会
を
立
ち

上
げ
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら

も
代
表
の
方
に
来
て
い
た
だ

い
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
︒

そ
の
中
で
︑
委
託
次
数
制
限

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と

い
う
議
論
が
あ
り
︑
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
は
議
員
立
法
の

中
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
︑
そ
の
川
上
の
︑

大
き
な
荷
主
・
元
請
事
業
者

と
︑
川
下
の
中
小
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
を
ど
の
よ
う
に

２
次
ま
で
に
圧
縮
で
き
る
の

か
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大

き
な
論
点
で
あ
る
︒
こ
れ
に

関
し
て
は
︑
す
ぐ
に
で
き
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
︑

検
討
会
の
中
で
も
︑
い
ろ
い

ろ
と
今
後
の
参
考
に
な
り
そ

う
な
事
例
を
紹
介
し
た
︒
そ

の
一
つ
に
︑
事
業
協
同
組
合

と
い
う
ス
キ
ー
ム
の
有
効
活

用
が
あ
る
︒
調
べ
る
と
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
関
す
る

協
同
組
合
は
６
０
０
ほ
ど
存

在
す
る
︒
軽
油
の
共
同
購
入

や
︑
高
速
道
路
料
金
の
割
引

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
組
織
さ

れ
て
い
る
︒
公
正
取
引
委
員

会
の
関
係
は
あ
る
が
︑
事
業

協
同
組
合
で
共
同
輸
配
送
に

近
い
よ
う
な
何
ら
か
の
ス
キ

ー
ム
が
組
め
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
︒
事
例
と
し
て
も
︑

茨
城
県
で
︑
大
手
元
請
運
送

事
業
者
と
20
社
か
ら
成
る
協

同
組
合
に
よ
る
共
同
輸
配
送

の
取
り
組
み
が
あ
り
︑
大
手

が
参
画
す
る
こ
と
で
季
節
波

動
な
ど
も
吸
収
で
き
る
と
い

う
事
例
で
も
あ
っ
た
︒
稼
働

率
と
い
う
の
が
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
経
営
の
難
し
さ
の

大
き
な
要
因
だ
と
考
え
て
い

る
︒
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
も
委
託
次
数
を
削
減
し
つ

つ
︑
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
皆
様
も
そ
こ
で
し
っ

か
り
安
定
的
な
お
仕
事
を
受

け
ら
れ
て
︑
ご
活
躍
い
た
だ

け
る
仕
組
み
が
︑
一
つ
ヒ
ン

ト
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
︒
ま
た
︑
来
年

度
の
予
算
要
求
の
中
に
は
そ

う
い
う
要
素
も
入
れ
て
︑
今

財
務
省
と
の
折
衝
中
で
あ

る
︒
少
し
で
も
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
皆
様
へ
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
よ
う
な
こ
と
を

提
示
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
︒

大
島
氏　

委
託
次
数
の
制
限

に
つ
い
て
︑
労
働
組
合
の
立

場
か
ら
の
意
見
を
伺
い
た
い
︒

織
田
氏　

私
は
や
は
り
︑
Ｄ

Ｘ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
が
不
可

欠
で
は
な
い
か
と
考
え
る
︒

デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
こ
と
で

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
︑

そ
の
中
で
荷
物
と
車
両
を
回

す
こ
と
で
︑
委
託
次
数
の
制

限
を
解
決
し
︑
併
せ
て
﹁
運

べ
な
い
事
象
﹂
を
防
い
で
い

き
た
い
︒
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

化
し
て
︑
効
率
よ
く
車
両
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
が
解

決
の
糸
口
で
は
な
い
か
と
思

う
︒

大
島
氏　

皆
様
の
ご
意
見
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
︑

今
回
の
改
正
は
︑
有
用
・
有

効
で
︑
こ
れ
を
し
っ
か
り
活

か
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
︑
皆
様
の
ご
理

解
を
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
︒
適
正
化
二
法

を
有
効
化
し
て
い
く
た
め
に

は
︑﹁
共
通
の
目
的
﹂
と
﹁
共

通
の
理
解
﹂
が
非
常
に
重
要

だ
︒
日
本
の
物
流
の
９
割
が

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
︑
そ
の
７

割
が
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
担

っ
て
お
り
︑
つ
ま
り
日
本
の

物
流
の
６
割
を
営
業
用
ト
ラ

ッ
ク
が
占
め
て
い
る
︒
ぜ
ひ
︑

皆
様
方
に
は
自
信
を
持
っ
て

今
後
の
対
応
に
臨
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
︒

　

も
う
一
つ
︑
２
年
前
の
札

幌
で
の
事
業
者
大
会
で
︑
私

が
皆
様
に
言
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
は
︑﹁
今
の
ま
ま
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の
自
信
は

あ
り
ま
す
か
？
﹂
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
︒
今
も
同
じ
で
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を

こ
れ
か
ら
５
年
︑
10
年
︑
し

っ
か
り
と
確
保
で
き
る
自
信

が
あ
り
ま
す
か
？
﹂
と
申
し

上
げ
た
い
︒
な
か
な
か
そ
れ

は
難
し
い
課
題
で
︑
足
元
で

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

と
言
わ
れ
て
久
し
い
が
︑
有

効
求
人
倍
率
は
全
然
下
が
ら

ず
︑今
も
深
刻
化
し
て
い
る
︒

そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
し
て

も
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を
ど
の
よ

う
に
確
保
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
を
︑
共
通
の
目
的
と

し
て
︑
そ
の
た
め
に
何
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
︑
今

回
の
法
改
正
を
機
に
︑
改
め

て
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
︒

　

物
を
運
べ
な
く
な
っ
た
時
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
は

営
業
の
機
会
が
喪
失
さ
れ
︑

問
題
に
は
な
る
が
︑
そ
れ
は

運
ん
で
も
ら
え
な
か
っ
た
荷

主
や
︑
経
済
活
動
に
大
き
な

影
響
が
生
じ
か
ね
な
い
と
い

う
重
要
性
を
︑
荷
主
に
も
き

ち
ん
と
ご
理
解
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
︒

　

今
後
の
必
要
な
対
応
を
三

つ
に
ま
と
め
る
︒
一
つ
目
は
︑

今
後
︑
国
交
省
を
中
心
に
制

度
設
計
を
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
う
が
︑
業
界
の
意
見
も

踏
ま
え
な
が
ら
︑
分
か
り
や

す
く
実
効
性
の
あ
る
︑
使
い

や
す
い
制
度
設
計
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
︒

　

二
つ
目
は
︑
社
会
や
荷
主

に
対
し
て
︑
今
ま
で
以
上
に

周
知
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
︒
荷
主
を
含
め

た
全
産
業
に
は
︑
物
流
効
率

化
へ
の
取
り
組
み
の
義
務
が

今
年
の
４
月
か
ら
す
で
に
始

ま
っ
て
い
る
が
︑
荷
主
に
ま

だ
ま
だ
伝
わ
っ
て
い
な
い
よ

う
に
思
う
︒
こ
れ
ま
で
以
上

に
周
知
・
啓
発
に
力
を
入
れ

て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

今
後
︑
同
じ
よ
う
に
︑
こ

の
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
も
︑

事
業
者
に
と
っ
て
︑
持
続
可

能
な
経
営
の
基
盤
と
な
る
も

の
で
あ
り
︑
特
に
適
正
原
価

の
負
担
に
つ
い
て
︑
法
的
に

根
拠
が
あ
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
︑
何
を
目
的
に
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
な

が
ら
︑
周
知
・
理
解
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
︒
我
々

を
含
め
て
︑
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
︒

　

最
後
の
三
つ
目
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
と
し
て
の

自
助
努
力
の
重
要
性
と
い
う

点
︒
ま
ず
皆
様
に
は
社
会
・

経
済
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
︑
そ
れ

を
自
信
と
し
て
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
︒
た
だ
必
要
な
改

善
や
取
り
組
み
は
︑
今
ま
で

厳
し
い
立
場
の
中
で
積
み
重

ね
が
難
し
く
現
状
に
至
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
︒
法
的

な
裏
付
け
が
で
き
た
今
こ
そ

皆
様
で
一
枚
岩
に
な
り
︑
業

界
一
丸
で
意
識
を
高
め
︑
諸

々
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
︒
ま
さ
に
︑
こ

れ
か
ら
が
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
︑

﹁
や
れ
ば
で
き
る
﹂
と
い
う

こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
︒

主
や
消
費
者
の
皆
様
の
ご
理

解
を
し
っ
か
り
得
て
い
く
こ

と
が
必
要
に
な
る
︒
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
一
枚
岩
と
な
っ
て
︑

な
ん
と
か
ご
理
解
を
お
願
い

し
た
い
︒

　

最
終
的
に
は
︑
持
続
可
能

に
な
る
と
い
う
こ
と
と
︑
産

業
と
し
て
人
材
を
引
き
つ
け

ら
れ
る
魅
力
的
な
業
界
・
産

業
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
大

き
な
目
標
だ
︒
ま
た
︑
荷
主

だ
け
で
は
な
く
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
中
の
商
慣
行
も

見
直
す
必
要
が
あ
る
︒
ぜ
ひ

こ
れ
が
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

捉
え
︑
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
を
変
革

し
て
︑
業
界
全
体
で
上
を
目

指
し
︑
官
民
で
手
を
携
え
な

が
ら
高
み
を
目
指
し
て
い
き

た
い
︒

大
島
氏　

適
正
原
価
に
つ
い

て
は
様
々
な
意
見
が
挙
が
っ

た
︒
最
終
的
に
は
︑
荷
主
に

ご
理
解
を
い
た
だ
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
い
う
条
件
が

あ
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
荷
主
に
対
し
て
ど
う
交

渉
し
︑
理
解
を
求
め
て
い
け

ば
よ
い
か
に
つ
い
て
︑
小
林

会
長
に
お
伺
い
し
た
い
︒

小
林
氏　

私
は
適
正
原
価
に

は
大
賛
成
︒
義
務
化
さ
れ
る

わ
け
だ
か
ら
︑
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
︒
問
題
は
そ
の

実
効
性
で
︑
ど
の
程
度
の
幅

で
︑
ど
う
い
う
変
化
が
出
て

く
る
か
だ
︒
現
状
の
運
賃
と

比
べ
て
み
て
︑
ギ
ャ
ッ
プ
が
ど

れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
と
い
う
こ

と
が
非
常
に
問
題
な
の
だ
ろ

う
と
思
う
︒
お
客
様
に
と
っ

て
は
当
然
︑
適
正
原
価
が
設

定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
運

賃
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
に

◇国土交通省　物流・自動車局　貨物流通事業課長� 三輪田　優子　氏

◇読売新聞東京本社　編集委員� 佐々木　達也　氏

◇全国交通運輸労働組合総連合　中央執行委員長� 織田　正弘　氏

◇日本PMIコンサルティング㈱　代表取締役� 小坂　真弘　氏

◇全日本トラック協会　副会長・総務委員長� 小林　和男　氏

◆流通経済大学　流通情報学部　教授� 大島　弘明　氏

パネリスト

コーディネーター

図６

図７

図５

表１ 相違点 → 適正原価と標準的運賃の各制度

標準的運賃 適正原価

対象 一般貨物のみ 一般、特積、特定、軽貨物

義務 目安 義務化

罰則 なし 行政指導、荷主への是正指導等

水準 目安ライン 下限ライン

原価項目
能率的な経営の下における

適正な原価
標準的運賃の原価
+ 投資原資

利益 〇（2.98%） ×（0%）

佐々木　達也　氏
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～夜間の運転編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�夜間は速度感が鈍り、速度超過になりがちである。（ ○・× ）

❷	�夜間、自分の車と対向車のライトで道路の中央付近の歩行者が見え
なくなることがある。（ ○・× ）

❸	�薄暮時に早めにライトを点灯すると、まぶしいなど他車に迷惑を与
えるので、できるだけ遅く点灯する。（ ○・× ）

❹	�夜間に走行するとき、バスやタクシー以外の車は室内灯をつけない
ようにする。（ ○・× ）

❺	�夜間に故障等でやむを得ず高速道路に駐停車するときは、非常点滅
表示灯などをつければ、停止表示器材は置かなくてもよい。　　　
（ ○・× ）

（解答は9面）

車輪脱落事故を防ごう！ 〔第141回〕

　令和６年度の事業用トラックの車輪脱落事故発生件数は、前
年度比マイナス22件となる120件でした。車輪脱落事故は近年
増加傾向でしたが、業界の努力の結果、令和３年度以来の減少
となりました。しかし、令和６年度の車輪脱落事故による人身事
故は、重傷事故が１件、軽傷事故が２件と根絶には至っていま
せん。本格的な冬の到来を前に、正しいタイヤ交換作業や増し
締めのほか、日常点検の徹底を図りましょう。

●令和６年度の車輪脱落事故発生状況

Ａさん「スタッドレスタイヤに交換するこの時期に、常に話題に
なるのが車輪の脱落事故だね。今年はみんなの努力の
結果、前年度からマイナス22件の120件だった。令和３
年度以来の減少となったんだ」

Ｂさん「それは良かった。でも、いまだに120件発生しているん
だね。それをどうみるか……」

Ａさん「そうなんだ。減ったといって喜んでばかりもいられない
ね。本来は０（ゼロ）で当然ということだからね。それ
と人身事故の状況は、令和６年度は重傷事故が１件、軽
傷事故が２件発生しているんだ」

Ｂさん「以前、ダミー人形にタイヤが衝突する国土交通省が制
作した車輪脱落の実験動画を見たことがあるけれど、
車輪が脱落して人に衝突すると、どんなに悲惨なこと
になるか分かる動画だったよ。動画サイトの国交省公
式アカウント（二次元コード）で公開され
ていて簡単に見られるから、ぜひみんな
にも見てもらいたいな」

Ａさん「そうだね。多くのドライバーが見てくれる
ことで車輪脱落事故０（ゼロ）を目指した
いね」

Ｂさん「そうだね。ほかにどんな特徴があるのかな」

●冬季に多発、左後輪の脱落が９割

Ａさん「120件のうち、11月～３月に81件発生している。つま
り、約７割が冬季に発生している。またタイヤ交換後か
ら２か月以内に７割が脱落しているんだ。さらに、原因
は冬用タイヤなどのタイヤ交換等が約８割を占めてい
る。あと、脱落した位置で最も多かったのは、左後輪で
約９割を占めている。これは例年と同様だね」

Ｂさん「タイヤが脱落する原因はなんだろう」
Ａさん「国交省が120台のうち、98台について『事故車両調

査』を行ったところ、ホイール・ナットとワッシャのすき
間に潤滑剤が塗布されておらず、ホイール・ナットと
ワッシャがスムーズに回転しないものやワッシャが固
着しているものがみられるなど、適切なタイヤ着脱作
業が実施されていないことが確認されている」

●適切な交換作業と日々の点検でタイヤ脱落事故を防ごう

Ｂさん「やっぱり、適切な交換作業と毎日の点検が大事なんだ
ね」

Ａさん「そうなんだ。僕らは次の５つをしっかりやって事故防止
を防ごう。１つめは『おとさぬための点検整備』。２つ
めは『トルク・レンチで適正締付』。３つめは『さびた
ナットは清掃・交換』。４つめは『ナット・ワッシャ隙間
に給脂』。最後の５つめは『いちにち一度はゆるみの点
検』。最初の１字をそれぞれとって『お・と・さ・な・
い』と覚えておいてほしい」

Ｂさん「そうだね。僕は運行前にボルト・ナットの緩みなどを確
認している。また、ボルト・ナットの清掃や給脂を確実
に行っているよ。あと、ナットを締め付けるときは必ず

トルク・レンチを用いて規定のトルクで締め付けている
よ」

Ａさん「タイヤの脱落事故を起こさないためには、タイヤ交換時
に適切な作業を行うことと日々の点検に限る。それ
と、タイヤを交換したあと、約50キロ～100キロ走行後
には必ず増し締めを実施してほしいな。最近ではセン
サーによって、タイヤ脱落の予兆を教えてくれる装置も
あるみたいだけれど、やっぱり予防法はＢさんのいうと
おりで、交換時や日常点検時でもおざなりにしない
で、一つひとつを丁寧に行うことだね。『お・と・さ・
な・い』をキーワードに、タイヤの脱落事故を防ごう」

令和６年度
120件

令和６年度
120件

タイヤ交換等
83％

左後輪
92％

不明  5％
定期点検整備
10％

臨時整備
2％

右前輪
  2％

左前輪  2％右後輪
4％

タイヤ脱着作業内容別 車輪位置別

令和６年度  タイヤ脱落事故発生状況

『
事
業
用
貨
物
自
動
車
の
交

通
事
故
の
発
生
状
況
』
公
表

令
和
６
年
デ
ー
タ
を
反
映

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
14
日
︑
令
和
６
年
の
最

新
デ
ー
タ
を
反
映
し
た
﹃
事

業
用
貨
物
自
動
車
の
交
通
事

故
の
発
生
状
況
﹄︵
写
真
︶

を
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
で
公
開
し
た
︒

　

同
冊
子
は
︑
同
年
の
全
国

交
通
事
故
統
計
デ
ー
タ
か

ら
︑事
業
用
貨
物
自
動
車（
軽

自
動
車
を
除
く
）
が
第
１
当

事
者
と
な
る
交
通
事
故
の
全

体
傾
向
を
集
計
・
分
析
し
た

も
の
で
︑
Ａ
４
判
・
全
１
０

２
ペ
ー
ジ
︒
全
ト
協
Ｈ
Ｐ︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

　

全
ト
協
で

は
会
員
事
業
者
に
対
し
︑
同

資
料
を
活
用
し
て
︑
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
が
関

係
す
る
交
通
事

故
を
１
件
で
も

少
な
く
し
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に

お
け
る
総
合
安

全
プ
ラ
ン
２
０

２
５
﹂
の
目
標

値
の
達
成
を
目
指
す
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
︒

11
月
は
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
把

握
促
進
月
間
」

事
業
者
に
対
し
自
社
車
両

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
把
握
を

呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
11
月
を
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
把

握
促
進
月
間
﹂
と
定
め
︑
同

月
の
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進

月
間
﹂
と
連
携
し
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
に
お
け
る
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
把
握
︑
削
減

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
︒

　

日
本
政
府
が
宣
言
し
て
い

る
︑
２
０
５
０
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
﹁
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
﹂
の
実
現
に
向

け
︑
２
０
２
６
年
度
か
ら
排

出
量
取
引
制
度
や
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
排
出
量
の
開
示
制

度
が
開
始
さ
れ
る
︒
こ
れ
ら

の
制
度
は
一
部
の
大
手
企
業

が
対
象
と
な
る
が
︑
中
小
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し

て
も
︑
荷
主
企
業
か
ら
自
社

製
品
等
の
輸
送
に
係
る
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
把
握
・
報
告

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
全
ト
協
で
は

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
環

境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
﹂の﹁
サ

ブ
目
標
３
﹂
に
お
い
て
︑
全

ト
協
と
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
共
通
で
取
り
組
む

﹁
行
動
月
間
﹂
の
一
環
と
し

て
︑今
年
度
か
ら
11
月
を
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
把
握
促
進

月
間
﹂と
定
め
︑

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
︒

　

全
ト
協
で

は
︑
同
月
間
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
チ

ラ
シ
︵
写
真
︶
を
制
作
し
︑

今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
同
封
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

事
業
者
に
対
し
て
︑
全
ト
協

の
﹁
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
簡
易

算
定
ツ
ー
ル
﹂

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶
を
活
用
し
︑自
社
車
両

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
把
握
お

よ
び
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削

減
に
取
り
組
む
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
︒

第
64
回
「
物
流
政
策
委
員
会
」

　

議
事
で
は
ま
ず
︑
国
土
交

通
省
物
流
・
自
動
車
局
物
流

政
策
課
の
林
田
雄
介
課
長
補

佐
（
総
括
）
が
改
正
物
流
法

（
令
和
８
年
４
月
施
行
分
）

の
関
係
省
令
等
に
つ
い
て
説

明
︒
続
い
て
︑
８
月
27
日
開

催
の
第
１
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
適

正
化
二
法
対
策
委
員
会
﹂（
寺

岡
洋
一
委
員
長
）
等
に
つ
い

て
事
務
局
が
報
告
し
︑
そ
れ

ら
の
内
容
を
受
け
︑
委
員
間

で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
９
日
︑
第
64
回
﹁
物
流

政
策
委
員
会
﹂を
開
催
し
た
︒

　

冒
頭
に
行
わ
れ
た
役
員
選

任
で
は
︑
馬
渡
雅
敏
全
ト
協

副
会
長
（
佐
賀
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
）
を
委
員
長
︑
牧

田
信
良
宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
と
三
村
偉
一
郎
東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
を

副
委
員
長
に
選
任
し
た
︒

来
年
４
月
施
行
の
改
正
物
流
法

に
つ
い
て
意
見
交
換

第64回「物流政策委員会」（10月9日、全ト協）

流
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
者
と
と
も
に
︑
官
民
が

一
体
と
な
っ
て
令
和
８
年
度

以
降
の
幹
線
道
路
に
お
け
る

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
社
会

実
装
を
目
指
し
て
い
る
︒

　

今
回
の
実
証
で
は
︑
自
動

運
転
サ
ー
ビ
ス
支
援
道
を
含

む
新
東
名
高
速
道
路
（
新
御

殿
場
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ︹
Ｉ

Ｃ
︺~
岡
崎
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

︹
Ｓ
Ａ
︺
間
）
に
お
い
て
︑

こ
れ
ま
で
個
別
に
検
証
し
て

き
た
﹁
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

支
援
道
で
の﹃
自
動
走
行（
レ

ベ
ル
４
を
想
定
し
た
走
行
）﹄

お
よ
び
そ
の
他
区
間
で
の﹃
レ

ベ
ル
２
走
行
﹄﹂︑﹁
駿
河
湾

沼
津
Ｓ
Ａ
お
よ
び
浜
松
Ｓ
Ａ

で
の
自
動
発
着
・
合
流
支
援

に
よ
る
自
動
合
流
﹂
︱
︱
等

の
機
能
に
つ
い
て
︑
総
合
走

行
実
証
と
し
て
一
連
の
流
れ

で
実
施
す
る
︵
図
︶︒

　

今
回
の
総
合
走
行
実
証

は
︑
７
年
12
月
ま
で
を
予
定

し
て
お
り
︑
８
年
度
以
降
の

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
社
会

実
装
に
向
け
て
︑
技
術
面
・

運
用
面
で
の
環
境
整
備
の
標

準
化
に
資
す
る
検
証
を
行

う
︒
な
お
︑
今
回
の
検
証
結

果
に
つ
い
て
は
︑
今
後
﹁
自

動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
活
用
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
﹂（
物
流
・
運
送

事
業
者
向
け
）
な
ど
と
し
て

取
り
ま
と
め
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
︒

 

令
和
７
年
度
「
陸
上
貨
物

運
送
事
業
年
末
・
年
始
労

働
災
害
防
止
強
調
運
動
」

を
実
施

12
月
１
日
〜
８
年
１
月
31
日

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働

災
害
防
止
協
会
（
陸
災
防
）

で
は
︑
令
和
７
年
度
﹁
陸
上

貨
物
運
送
事
業
年
末
・
年
始

労
働
災
害
防
止
強
調
運
動
﹂

を
︑
12
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
１
月
31
日
に
か
け
て
実
施

す
る
︒

　

７
年
の
労
働
災
害
発
生
状

況（
１
~
８
月
速
報
値
）は
︑

死
亡
者
数
が
49
人
（
前
年
同

期
比
18
人
減
）
と
大
幅
に
減

少
︒
ま
た
︑
死
傷
者
数
も
９

０
４
９
人
（
同
６
１
１
人
減
）

と
減
少
し
て
い
る
も
の
の
︑

﹁
墜
落
・
転
落
﹂
に
よ
る
災

害
が
依
然
と
し
て
多
発
し
て

い
る
ほ
か
︑﹁
転
倒
﹂
に
よ
る

災
害
も
増
加
傾
向
に
あ
る
︒

　

さ
ら
に
︑
陸
運
業
に
お
い

て
は
︑
長
時
間
労
働
に
よ
る

過
労
死
等
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
︑
改
善
基
準
告
示
の
周

知
な
ど
︑
こ
れ
を
予
防
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
一
層
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
︑
陸
災
防
で
は
︑
12
月
１

日
か
ら
８
年
１
月
31
日
ま
で

の
２
か
月
間
を
同
運
動
期
間

に
設
定
し
︑
労
働
災
害
防
止

に
つ
い
て
さ
ら
に
認
識
を
深

め
︑
労
働
災
害
防
止
を
図
る

た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
︒

　

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
は
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶
に
掲
載

の
実
施
要
綱

と
︑﹁
職
場
の

安
全
衛
生
自
主
点
検
表
﹂
を

参
照
︒

「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
ア
ド

バ
ン
ス
ト
」
を
新
設

令
和
８
年
度
の
運
用
開
始

目
指
す

　

環
境
省
は
10
月
17
日
︑﹁
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
ア
ド
バ
ン
ス

ト
﹂
を
新
設
し
︑
令
和
８
年

度
よ
り
運
用
を
開
始
す
る
と

発
表
し
た
︒

　

環
境
省
で
は
平
成
８
年
よ

り
︑
中
小
事
業
者
を
は
じ
め

と
す
る
幅
広
い
事
業
者
を
対

象
と
し
た
環
境
経
営
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
﹁
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
21
（
Ｅ
Ａ
21
）﹂
を

策
定
︒
16
年
に
は
Ｅ
Ａ
21
認

証
制
度
を
創
設
し
︑
令
和
７

年
９
月
末
時
点
で
全
国
７
５

６
４
事
業
者
が
認
証
・
登
録

を
受
け
て
い
る
︒

　

今
回
新
設
す
る
エ
コ
ア
ク

シ
ョ
ン
21
ア
ド
バ
ン
ス
ト
は
︑

Ｅ
Ａ
21
認
証
制
度
を
基
盤
と

し
な
が
ら
︑
国
際
的
な
環
境

情
報
開
示
や
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

強
化
に
対
応
可
能
な
枠
組
み

を
提
供
す
る
こ
と
で
︑
認
証

事
業
者
と
地
域
社
会
の
持
続

可
能
な
成
長
を
一
層
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
︒

　

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
ア
ド
バ

ン
ス
ト
の
特
徴
は
︑
別
掲
の

通
り
︒

　

環
境
省
で
は
今
後
︑
８
年

度
の
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
ア
ド

バ
ン
ス
ト
の
運
用
開
始
を
目

指
し
︑
全
国
数
か
所
で
﹁
環

境
経
営
セ
ミ
ナ
ー（
仮
称
）﹂

を
開
催
し
︑
制
度
の
普
及
促

進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
︒

 

新
東
名
高
速
で
レ
ベ
ル
４
自

動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
総
合
走

行
実
証
を
開
始

８
年
度
以
降
の
社
会
実
装
に

向
け
て

　

豊
田
通
商
㈱
︑
先
進
モ
ビ

リ
テ
ィ
㈱
︑
日
本
工
営
㈱
︑

み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
㈱
の
４
社
は
10
月

21
日
︑
い
す
ゞ
自
動
車
㈱
︑

日
野
自
動
車
㈱
︑
三
菱
ふ
そ

う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
㈱
︑
Ｕ

Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
㈱
の
商
用
車

メ
ー
カ
ー
４
社
と
共
同
で
︑

新
東
名
高
速
道
路
に
お
い
て

レ
ベ
ル
４
自
動
運
転
ト
ラ
ッ

ク
の
総
合
走
行
実
証
を
開
始

し
た
と
発
表
し
た
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど
の

社
会
問
題
解
決
に
向
け
︑
経

済
産
業
省
お
よ
び
国
土
交
通

省
が
推
進
す
る
﹁
自
動
運
転

レ
ベ
ル
４
等
先
進
モ
ビ
リ
テ

ィ
サ
ー
ビ
ス
研
究
開
発
・
社

会
実
装
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｒ

ｏ
Ａ
Ｄ 

ｔ
ｏ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｌ

４
）﹂
を
受
託
し
て
い
る
豊
田

通
商
な
ど
４
社
で
は
︑
商
用

車
メ
ー
カ
ー
４
社
お
よ
び
物

図

（
10
月
25
日
〜
11
月
30
日
）

▽
10
月
25
日
〜
27
日

・
第
57
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

▽
11
月
６
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
２
回
総
務
委
員
会

▽
11
月
10
日

・
第
１
回
車
両
技
術
委
員
会

▽
11
月
18
日

・
第
66
回
適
正
化
事
業
委
員
会

▽
11
月
19
日

・
第
１
回
社
会
的
評
価
向
上
委
員

会
▽
11
月
22
日

・
第
85
回
広
報
委
員
会

食
堂
を
臨
時
休
業

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

大
阪
Ｔ
Ｓ
は
︑
改
修
工
事
の

た
め
︑
10
月
30
日
㈭
８
時
か
ら

10
月
31
日
㈮
21
時
ま
で
︑
食
堂

を
休
業
す
る
︒

コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
・
仮
設

ト
イ
レ
を
臨
時
休
業

奈
良
・
針
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

奈
良
・
針
Ｔ
Ｓ
は
︑
改
修
工

事
に
伴
い
︑
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
と

仮
設
ト
イ
レ
を
次
の
通
り
休
業

す
る
︒

・
10
月
31
日
㈮
９
時
~
９
時
半

（
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
）

・
11
月
７
日
㈮
終
日
（
コ
イ
ン
シ

ャ
ワ
ー
・
仮
設
ト
イ
レ
）

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。

「続・改正化学物質管理に伴い、
企業が考慮すべき点」講習会を開催

（一社）日本経済団体連合会・（一社）日本化学工業協会・
（一社）日本自動車工業会

　11 月 6 日㈭ 13 時～ 17 時に、（一社）日本経済団体連合会
・（一社）日本化学工業協会・（一社）日本自動車工業会主催の「続
・改正化学物質管理に伴い、企業が考慮すべき点」講習会が開
催される。

　会場はトヨタ自動車株式会社東京本社 G1 大ホール（東京都
文京区）で、定員は対面開催：250 人、Teams：10,000 回線。
講習内容は、改正化学物質管理に関する法改正のポイント、安
全データシート（SDS）の書き方・読み解き方、SDS 作成時の
留意点、保護具選定、健康診断におけるポイントなどで、対象
者は仕入先 ( 原材料、化学品、2 次化合メーカー、商社 ) およ
び各傘下企業・各社従業員。

　申込方法等の詳細は、全日本トラック協会ホー
ムページ内会員専用ページ（二次元コード／『広
報とらっく』1 面に掲載の会員専用パスワードが
必要）を参照。

全日本トラック協会と都道府県トラック協会では、
11月を「トラック運送業界のCO２排出量把握促進月間」とし、
「エコドライブ推進月間」と連携した、事業者におけるCO２排出量
の把握と削減を促進させるキャンペーンを実施します。

（公社）全日本トラック協会／都道府県トラック協会

エコドライブエコドライブ
2050年のカーボンニュートラルを目指して2050年のカーボンニュートラルを目指して

11月

エコ
ドライ

ブ推進月間

排出量把握促進月間CO2

C
O
２排出量把握促

進月
間

（公社）全日本トラック協会
「ＣＯ２排出量簡易算定ツール」

ウェブサイト

自
社
車
両
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

把
握
し
よ
う
！

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

簡
易
算
定
ツ
ー
ル
を

活
用
し
よ
う
！

「エコアクション21アドバンスト」の特徴
　エコアクション 21 アドバンストは、現行の EA21 が有する3
つの特徴（①～③）に加え、④⑤の特徴を有する。

①中小事業者でも取り組みやすい効果的・効率的なPDCAサ
イクル

②環境経営レポートの作成・公表により活発なコミュニケーショ
ンと透明性の向上を促進

③事業者の継続的な改善を支援するしくみ

④ GHGプロトコルに基づく算定によるバリューチェーンにおける
連携促進

⑤ GHGプロトコルに基づく算定方法を用いる国際イニシアティ
ブへの申請等取り組みの強化・拡大
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

最
近
は
︑
ブ
ロ
グ
を
書
く
人
が

増
え
て
き
た
︒
当
業
界
の
経
営
者

で
も
︑
毎
日
の
よ
う
に
ブ
ロ
グ
を

書
い
て
ア
ッ
プ
し
て
い
る
人
も
い

る
︒
更
新
の
頻
度
は
と
も
か
く
︑

ブ
ロ
グ
を
公
開
し
て
い
る
経
営
者

に
聞
く
と
︑﹁
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

を
利
用
し
て
い
る
﹂
と
い
う
人
が

多
い
︒
も
ち
ろ
ん
︑
そ
っ
く
り
そ

の
ま
ま
で
は
な
く
︑
ほ
と
ん
ど
の

人
が
﹁
自
分
の
考
え
と
異
な
る
部

分
は
削
除
し
︑
自
分
の
見
解
を
付

け
加
え
た
り
し
て
発
表
し
て
い
る
﹂

よ
う
だ
︒

　

ブ
ロ
グ
に
限
ら
ず
経
営
判
断
を

す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
︑
当
該

の
事
案
に
関
し
て
﹁
Ａ
Ｉ
に
回
答

さ
せ
て
参
考
に
し
て
い
る
﹂
と
い

う
経
営
者
は
珍
し
く
な
い
︒
た
だ

し
︑﹁
一
つ
の
回
答
だ
け
を
鵜
呑
み

に
し
て
信
じ
て
は
考
え
方
が
偏
っ

て
し
ま
う
の
で
︑
複
数
の
Ａ
Ｉ
の

回
答
を
比
較
検
討
し
︑

そ
こ
に
自
分
の
考
え
も

併
せ
て
総
合
的
に
判
断

す
る
よ
う
に
し
て
い

る
﹂︒

　

ま
た
︑﹁
一
定
の
制

限
を
し
て
Ａ
Ｉ
に
回
答

さ
せ
る
﹂
よ
う
に
し
て

い
る
人
も
い
る
︒
例
え

ば
︑
一
運
行
ご
と
の
各

種
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
自
動
作
成

し
︑
さ
ら
に
改
善
す
べ
き
点
の

提
案
や
総
合
的
な
評
価
を
さ
せ

る
ケ
ー
ス
で
は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー

を
全
面
的
に
批
判
す
る
よ
う
な

コ
メ
ン
ト
は
し
な
い
よ
う
に
制

限
し
て
い
る
﹂
と
い
う
事
例
も

あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑

最
近
で
は
Ａ
Ｉ

を
経
営
に
活
用

す
る
事
業
者
が

増
え
て
き
た
︒

こ
れ
も
時
代
の

流
れ
で
あ
る
︒
し

か
し
︑
ほ
と
ん

ど
の
事
業
者
は
︑

﹁
Ａ
Ｉ
を
過
信

し
て
は
い
け
な

い
︒
全
面
的
に

頼
る
の
は
危
険
な

の
で
︑
あ
く
ま
で

判
断
材
料
の
一
つ

と
し
て
上
手
に

活
用
す
る
こ
と

が
重
要
﹂
と
考
え
て
い
る
︒

　

30
年
ほ
ど
前
に
は
︑
当
業
界

で
も
﹁
Ｉ
Ｔ
化
が
必
要
﹂
と
盛

ん
に
い
わ
れ
た
︒﹁
求
車
・
求

荷
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
﹂
や

﹁
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
車
両
の

動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
﹂
な
ど
が

開
発
・
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
頃
で
あ
る
︒
ま
た
︑
社
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進
に
﹁
ｉ
モ

ー
ド
を
活
用
﹂
な
ど
と
い
っ
た
こ

と
が
Ｉ
Ｔ
化
の
事
例
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
た
︒
移
動
用
の
通
信
手

段
も
︑
自
動
車
電
話
や
シ
ョ
ル
ダ

ー
フ
ォ
ン
か
ら
携
帯
電
話
（
ガ
ラ

ケ
ー
）
に
︑
事
務
機
器
も
オ
フ
ィ

ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に

移
行
す
る
時
代
で
あ
っ
た
︒
若
い

経
営
者
や
﹁
ス
マ
ホ
ネ
イ
テ
ィ
ブ

世
代
﹂
の
人
た
ち
か
ら
す
る
と
︑

昔
話
の
世
界
だ
ろ
う
︒

　

私
事
で
い
え
ば
︑
平
成
13
年
に

﹁
運
送
事
業
者
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
活

用
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
上
梓
し
た
︒

当
時
と
し
て
は
Ｉ
Ｔ
活
用
の
進
ん

だ
事
例
を
取
材
し
て
紹
介
し
た
の

だ
が
︑
そ
の
中
で
強
調
し
た
こ
と

は
今
日
で
も
一
貫
し
て
変
わ
ら
な

い
︒
現
在
で
は
Ｄ
Ｘ
経
営
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
︑﹁
経
営
者
に
必

要
な
の
は
操
作
に
長
け
る
こ
と
で

は
な
く
（
も
ち
ろ
ん
操
作
が
上
手

な
方
が
よ
い
）︑
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
な
ど
を
い
か
に
経
営
に
活
か
す

か
﹂︑
と
い
う
点
で
あ
る
︒

　

昨
今
の
技
術
進
歩
は
著
し
い
︒

だ
が
︑
ツ
ー
ル
は
進
化
し
て
も
経

営
に
必
要
な
普
遍
性
は
い
つ
の
時

代
も
変
わ
ら
な
い
︒

第
361
回

トラック運送会社の経営とAI活用

答え合わせ答え合わせ

まちがいさがしまちがいさがし
　『広報とらっく』9月1日号掲載の「まちがいさ
がし」の正解は、下記の30か所でした。正解者
の中から抽選で20名様に記念品をプレゼントし
ます。なお、当選者の発表は賞品の発送をもっ
て代えさせていただきます。多数のご応募あり
がとうございました。

て
い
る
︒

 

令
和
７
年
度
「
年
末
年
始

の
輸
送
等
に
関
す
る
安
全

総
点
検
」

12
月
10
日
〜
８
年
１
月
10
日

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
12
月

10
日
㈬
~
令
和
８
年
１
月
10

日
㈯
の
期
間
︑
令
和
７
年
度

﹁
年
末
年
始
の
輸
送
等
に
関

す
る
安
全
総
点
検
﹂
を
実
施

す
る
︒

　

今
年
度
は
︑
依
然
と
し
て

多
く
発
生
し
て
い
る
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
車
輪
脱
落
事
故
︑

未
だ
根
絶
に
至
っ
て
い
な
い

飲
酒
運
転
事
故
お
よ
び
健
康

起
因
事
故
事
案
の
発
生
を
踏

ま
え
︑
各
種
安
全
対
策
を
着

実
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
︒
ま
た
︑
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
は
︑
昨
年
度
改
訂
さ
れ

た
︑﹁
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
﹂
に
基

づ
く
︑
政
府
お
よ
び
国
交
省

等
の
行
動
計
画
を
踏
ま
え
た

対
策
の
着
実
な
実
施
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
︒

　

こ
れ
に
加
え
て
︑
自
然
災

害
に
よ
り
事
業
者
自
身
が
被

災
し
運
休
が
生
じ
る
事
案
や

テ
ロ
対
策
等
︑
早
急
か
つ
適

切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
国
交
省
全
体

の
４
つ
の
重
点
点
検
事
項︵
別

掲
︶
に
加
え
︑
物
流
・
自
動

車
局
（
自
動
車
交
通
関
係
）

に
よ
る
７
つ
の
重
点
点
検
事

項
︵
別
掲
︶
が
定
め
ら
れ
て

い
る
︒

　

国
交
省
で
は
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
員
事
業
者
に
対

し
て
︑
総
点
検
の
実
施
に
よ

り
安
全
確
保
を
図
る
と
と
も

に
︑
自
主
点
検
表
の
提
出
を

行
う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

10
月
21
日
に
高
市
内
閣
が

発
足
し
︑
国
土
交
通
大
臣
に

は
金
子
恭
之
氏
（
自
由
民
主

党
︑
衆
議
院
熊
本
４
区
）
が

就
任
し
た
︒

　

ま
た
︑
総
務
大
臣
に
は
林

芳
正
氏
（
同
︑
衆
議
院
山
口

３
区
）︑
財
務
大
臣
に
片
山

さ
つ
き
氏
（
同
︑
参
議
院
比

例
代
表
）︑
厚
生
労
働
大
臣

に
上
野
賢
一
郎
氏
（
同
︑
衆

議
院
滋
賀
２
区
）︑
農
林
水

産
大
臣
に
鈴
木
憲
和
氏（
同
︑

衆
議
院
山
形
２
区
）︑
経
済

産
業
大
臣
に
赤
澤
亮
正
氏

（
同
︑衆
議
院
鳥
取
２
区
）︑

環
境
大
臣
に
石
原
宏
高
氏

（
同
︑衆
議
院
東
京
３
区
）︑

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
に

あ
か
ま
二
郎
氏
（
同
︑
衆
議

院
神
奈
川
14
区
）
が
そ
れ
ぞ

れ
就
任
し
た
︒

︻
国
土
交
通
大
臣
略
歴
︼

▽ 

金
子
恭
之
（
か
ね
こ
・
や

す
し
）
氏

　

昭
和
36
年
生
ま
れ
︑
熊
本

県
出
身
︒
早
稲
田
大
学
商
学

部
卒
業
︒
平
成
12
年
衆
議
院

議
員
初
当
選
︒
農
林
水
産
大

臣
政
務
官
︑
国
土
交
通
副
大

臣
︑
衆
議
院
国
土
交
通
委
員

長
︑
総
務
大
臣
等
を
歴
任
︒

64
歳
︒

提
言
の
取
り
ま
と
め
に
向

け
て
議
論
を
展
開

第
４
回
「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル

配
送
の
効
率
化
に
向
け
た

検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
10
月
９

日
︑
第
４
回
﹁
ラ
ス
ト
マ
イ

ル
配
送
の
効
率
化
等
に
向
け

た
検
討
会
﹂（
座
長
:
矢
野

裕
児
流
通
経
済
大
学
流
通
情

報
学
部
教
授
）を
開
催
し
た
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
ラ
ス
ト

マ
イ
ル
配
送
を
取
り
巻
く
諸

課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
議
論
・
検
討
を

行
っ
て
い
る
︒
今
回
は
︑
こ

れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
た

上
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
予

定
の
提
言
の
取
り
ま
と
め
案

を
事
務
局
が
提
示
し
た
上

で
︑
取
り
ま
と
め
に
向
け
た

議
論
が
実
施
さ
れ
た
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
11
月
上

旬
に
開
催
予
定
の
第
５
回
検

討
会
に
て
︑
提
言
の
取
り
ま

と
め
を
行
う
予
定
︒

 

調
査
結
果
を
踏
ま
え
利
用

拡
大
策
を
講
じ
る

第
２
回
「
運
行
管
理

高
度
化
Ｗ
Ｇ
」

　

国
土
交
通
省
は
10
月
15

日
︑令
和
７
年
度
第
２
回
﹁
運

行
管
理
高
度
化
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

今
回
は
︑
①
同
一
事
業
者

内
遠
隔
点
呼
お
よ
び
業
務
後

自
動
点
呼
の
実
態
調
査
︑
②

運
行
管
理
業
務
の
一
元
化
に

お
け
る
運
行
管
理
者
選
任
数

の
考
え
方
︑
③
事
業
者
を
跨

い
だ
運
行
管
理
業
務
の
一
元

化
︱
︱
に
つ
い
て
議
論
︒

　

①
で
は
︑
７
月
中
旬
~
下

旬
に
実
施
し
た
︑
遠
隔
点
呼

や
自
動
点
呼
に
関
す
る
調
査

の
結
果
を
報
告
︒
遠
隔
点
呼

は
保
有
車
両
台
数
の
多
い
事

業
者
で
の
活
用
が
多
く
︑
業

務
後
自
動
点
呼
は
保
有
車
両

台
数
に
よ
る
傾
向
が
み
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
︑
ま
た
遠
隔

点
呼
と
業
務
後
自
動
点
呼
の

い
ず
れ
も
が
﹁
運
行
管
理
者

の
業
務
効
率
化
に
寄
与
し
て

い
る
﹂
と
の
回
答
が
多
か
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
た
︒今
後
︑

調
査
に
詳
細
に
回
答
し
た
事

業
者
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
︑
優
良
活
動
事
例

を
収
集
す
る
と
と
も
に
︑
セ

ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
同
事
例

を
周
知
す
る
な
ど
︑
遠
隔
点

呼
や
自
動
点
呼
の
利
用
拡
大

策
を
講
じ
て
い
く
︒
ま
た
︑

各
点
呼
制
度
の
普
及
啓
発
に

向
け
て
︑
事
業
者
向
け
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を

活
用
し
た
点
呼
制
度
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
︑
11
月
頃

に
公
開
す
る
予
定
︒

　

ま
た
③
で
は
︑
９
月
中
旬

~
下
旬
に
実
施
し
た
︑
事
業

者
を
跨
い
だ
運
行
管
理
業
務

の
実
施
に
係
る
ニ
ー
ズ
調
査

の
結
果
を
報
告
︒
運
行
管
理

者
の
不
足
状
況
に
つ
い
て
は
︑

事
業
者
規
模
が
大
き
く
な
る

ほ
ど
︑
運
行
管
理
者
の
不
足

感
が
高
ま
る
傾
向
が
あ
っ
た
︒

ま
た
︑
乗
務
員
等
の
管
理
・

指
導
に
関
す
る
業
務
の
他
事

業
者
へ
の
委
託
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て
は
︑
特
に
﹁
乗
務
員
の
健

康
管
理
﹂︑﹁
運
転
者
の
適
性

診
断
に
対
す
る
受
診
指
導
﹂︑

﹁
乗
務
員
に
対
す
る
指
導
監

督
﹂
の
業
務
に
つ
い
て
委
託

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
分

か
っ
た
︒

　

今
後
︑
同
調
査
結
果
を
踏

ま
え
︑
運
行
管
理
業
務
の
他

事
業
者
へ
の
委
託
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
が
あ
る
業
務
に
つ
い

て
︑
背
景
と
し
て
事
業
者
が

抱
え
て
い
る
課
題
を
明
確
化

し
︑
委
託
の
進
め
方
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し

 

ト
ラ
ッ
ク
関
係
90
人
が
受
賞

令
和
７
年

国
土
交
通
大
臣
表
彰

　

国
土
交
通
省
は
10
月
23

日
︑
令
和
７
年
﹁
自
動
車
関

係
功
労
者
大
臣
表
彰
式
﹂
を

国
交
省
で
挙
行
し
た
︒

　

受
賞
者
数
は
２
５
７
者
で
︑

こ
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
関
係
は
90
人
が
受
賞
︒
国

交
省
の
金
子
恭
之
国
土
交
通

大
臣
か
ら
受
領
代
表
の
仲
浩

氏
（
大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
）
へ
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
た
︵
写
真
︶︒

　

受
賞
者
は
次
の
各
氏
（
敬

称
略
）︒

︻
経
営
者
等
︵
51
人
︶︼

▽
北
谷
武
文
（
サ
ン
ワ
産
業

㈱
代
表
取
締
役
）
▽
髙
橋
博

昭
（
岩
見
沢
通
運
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）▽
山
本
康
仁（
㈱

岡
田
共
立
興
産
取
締
役
会

長
）
▽
池
田
一
之
（
釧
路
貨

物
自
動
車
㈱
取
締
役
相
談

役
）
▽
富
田
吉
弘
（
㈱
富
田

通
商
代
表
取
締
役
）
▽
千
葉

茂
（
千
葉
貨
物
運
輸
㈱
代
表

取
締
役
）
▽
葛
西
正
之
（
㈲

ト
ワ
ダ
運
送
代
表
取
締
役
）

▽
大
須
賀
啓
（
㈱
み
ち
の
く

企
業
代
表
取
締
役
）
▽
村
木

篤
（
横
礼
自
動
車
㈱
代
表
取

締
役
）
▽
土
屋
秀
明
（
自
由

ヶ
丘
運
送
㈲
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
平
賀
勝
利
（
幸
洋
運

輸
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）
▽

岡
伸
二
郎
（
東
礼
自
動
車
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）
▽
黒
澤

徹
也
（
加
納
屋
運
送
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）▽
西
野
進（
関

東
流
通
サ
ー
ビ
ス
㈱
代
表
取

締
役
）
▽
髙
橋
浩
治
（
川
崎

運
送
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
今
成
克
之
（
今
成
運
送
㈱

代
表
取
締
役
）
▽
伊
藤
保
義

（
内
外
液
輸
㈱
代
表
取
締
役

会
長
）
▽
長
澤
康
成
（
長
澤

運
送
㈱
代
表
取
締
役
）
▽
大

川
功
（
大
川
運
輸
㈱
代
表
取

締
役
会
長
）▽
髙
取
良
雄（
東

新
ト
レ
ー
ラ
ー
エ
キ
ス
プ
レ

ス
㈱
取
締
役
相
談
役
）
▽
山

川
英
男
（
山
川
運
輸
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）
▽

倉
義
智

（
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ　

Ｎ
Ｅ
Ｔ
㈱

代
表
取
締
役
）
▽
田
邉
一
郎

（
や
よ
い
運
送
㈱
代
表
取
締

役
）
▽
真
田
浩
（
マ
ル
コ
運

輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽

髙
橋
雄
太
（
鷹
の
羽
運
輸
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）
▽
長
田

一
生
（
㈱
敷
島
陸
送
代
表
取

締
役
）
▽
淺
貝
安
彦
（
淺
貝

運
輸
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）

▽
松
下
章
一
（
㈲
松
下
運
送

会
長
）
▽
桐
生
顕
（
㈱
東
京

桐
生
運
輸
代
表
取
締
役
）
▽

今
井
貢
（
柏
崎
運
送
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）
▽
吉
田
修
一

（
野
々
市
運
輸
機
工
㈱
取
締

役
会
長
）
▽
佐
野
寛
（
㈱
タ

カ
キ
ュ
ー
代
表
取
締
役
）
▽

伊
藤
栄
章
（
安
信
運
輸
㈱
代

表
取
締
役
会
長
兼
社
長
）
▽

宇
野
睦
（
㈱
高
富
運
輸
代
表

取
締
役
社
長
）
▽
森
貢
（
三

八
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
会

長
）
▽
小
川
富
男
（
塩
浜
工

運
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽

坂
中
良
郎
（
エ
ス
エ
ー
ロ
ジ

テ
ム
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）

▽
村
上
功
（
栄
進
急
送
㈱
取

締
役
会
長
）
▽
山
口
滋
（
㈲

平
和
運
輸
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
川
上
孝
太
郎
（
㈲
銀

山
運
送
取
締
役
会
長
）
▽
平

野
賢
一
（
㈱
セ
イ
ワ
運
輸
代

表
取
締
役
）▽
北
原
英
幹（
栄

運
送
㈱
代
表
取
締
役
）
▽
御

手
洗
安
（
㈱
大
西
運
送
代
表

取
締
役
社
長
）
▽
仲
浩
（
㈱

中
津
急
行
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
村
本
茂
（
村
本
重
機

興
㈲
代
表
取
締
役
社
長
）
▽

和
田
憲
明
（
㈱
ト
ミ
シ
マ
代

表
取
締
役
）
▽
仁
田
脇
義
雄

（
㈲
コ
ア
物
流
代
表
取
締
役

会
長
）
▽
下
川
澄
人
（
福
島

貨
物
㈲
会
長
）▽
中
村
司（
元

・
㈱
ピ
ア
ノ
タ
ー
ミ
ナ
ル
・

ナ
カ
ム
ラ
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
田
尻
忠
男
（
㈲
坂
田

運
送
取
締
役
社
長
）
▽
中
川

幸
也
（
㈱
丸
二
運
輸
代
表
取

締
役
）

︻
運
転
者
︵
39
人
︶︼

▽
佐
藤
次
郎（
㈱
冨
樫
運
輸
）

▽
宍
戸
考
二（
守
屋
運
輸
㈱
）

▽
佐
々
木
正
人
（
東
京
福
山

通
運
㈱
）
▽
中
村
幸
雄
（
㈱

八
下
田
陸
運
）
▽
中
村
介
一

（
㈱
石
島
運
輸
倉
庫
）
▽
千

葉
東
（
㈱
ゼ
ロ
・
プ
ラ
ス
関

東
）
▽
大
貫
正
二
（
平
塚
運

送
㈲
）
▽
赤
池
覚
（
㈱
Ｄ
Ｎ

Ｐ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）
▽
細

貝
聖
一
（
田
口
運
送
㈱
）
▽

嘉
代
昇（
㈲
三
原
運
輸
商
事
）

▽
後
藤
義
男（
清
光
運
輸
㈲
）

▽
小
池
実（
寿
運
輸
倉
庫
㈱
）

▽
石
井
和
茂
（
㈱
三
星
・
運

送
）
▽
川
端
達
也
（
堀
越
運

輸
㈱
）
▽
阿
部
仁
（
㈱
太
平

洋
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）
▽
深
見

勝
英
（
愛
知
車
輌
興
業
㈱
）

▽
藤
井
誠
（
㈱
伊
藤
陸
運
）

▽
加

寿
美
雄
（
ハ
ー
ト
ラ

ン
ス
㈱
）
▽
小
島
孝
好
（
久

居
運
送
㈱
）▽
富
山
純
治（
㈱

湊
組
）
▽
𦚰
阪
恵
治
（
太
陽

運
輸
㈱
）
▽
吉
田
泰
朗
（
㈲

Ｙ
.
Ｓ
.
Ｍ　

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）
▽
高
瀨
憲

和
（
河
西
運
輸
㈱
）
▽
井
置

和
彦
（
窪
商
運
㈱
）
▽
角
谷

丹
（
㈱
キ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
）

▽
竹
中
正
彦（
日
本
通
運
㈱
）

▽
中
村
勝
己（
新
栄
陸
運
㈱
）

▽
西
田
竜
一（
鴻
池
運
輸
㈱
）

▽
塩
中
昭
彦（
酒
本
物
流
㈲
）

▽
加
藤
茂
（
㈱
京
宣
社
）
▽

小
畑
義
洋（
㈱
タ
マ
エ
ー
ス
）

▽
岡
本
吉
正（
丸
肥
運
送
㈱
）

▽
越
間
忠
仁（
㈱
ケ
イ
シ
ン
）

▽
小
嶋
康
郎（
根
岸
運
送
㈱
）

▽
熊
谷
慎
也（
国
田
運
送
㈲
）

▽
德
毛
剛
（
福
山
通
運
㈱
）

▽
白
田
治
彦
（
㈱
吉
田
産
業

運
輸
）
▽
元
松
清
次
（
㈱
博

運
社
）
▽
麥
田
順
路
（
㈱
Ｍ

Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
）

トラック運送業界を代表して仲浩大分県ト協会長が金子大臣から表彰状を受領した（10
月23日、国交省）

国
土
交
通
大
臣
に　
　
　
　
　

　
　
　
　
金
子
恭
之
氏
が
就
任

10
月
21
日
に
高
市
内
閣
が
発
足

令和７年度「年末年始の輸送等に関する安全総点検」

＜重点点検事項＞
【国土交通省全体】
①�安全管理（特に乗務員の健康状態、過労状態の確実な把握、乗務員に

対する指導監督体制）の実施状況
②�自然災害、事故等発生時の乗客等の安全確保のための通報・連絡・指

示体制の整備・構築状況
③�サイバー空間を含むテロ防止のための警戒体制の整備状況や乗客等の

安心確保のための取組、テロ発生時の通報・連絡・指示体制の整備状
況およびテロ発生を想定した訓練の実施状況

④�新型インフルエンザ等の対応マニュアル、事業継続計画の策定状況、
対策に必要な物資等の備蓄状況および職場における感染防止対策の周
知・徹底状況などの感染症対策の実施状況

【物流・自動車局（自動車交通関係）】※トラック運送事業関係は②～⑥
①軽井沢スキーバス事故を踏まえた貸切バスの安全対策の実施状況
②健康管理体制の状況
③運転者に過労運転を行わせないための安全対策の実施状況
④�運転者に飲酒運転や薬物運転等を行わせないための安全対策の実施状

況
⑤�車両の日常点検整備、定期点検整備等の実施状況（特に大型自動車の

車輪脱落事故防止対策およびスペアタイヤ等の定期点検実施状況）
⑥大雪に対する輸送の安全確保の実施状況
⑦貨物軽自動車運送事業における安全対策の実施状況

金子　恭之
国土交通大臣
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夢を叶えてくれる会社との出会い　目指すは「生涯トラックドライバー」夢を叶えてくれる会社との出会い　目指すは「生涯トラックドライバー」history!

6:00
　出社。車両点検
（写真①）、業務前
点呼（写真②）、配
送先の伝票整理（写
真③）を行った後、
会社倉庫（旭川市）
で包装資材や日用
品などの荷物を積み
込む（写真④）。　
「私が運んでいる
包装資材（包材）は、
スーパーマーケットに
並ぶお惣菜やお弁
当の容器などで、段
ボールに入っており、
さほど重たくありませ
ん。そのほか、箱テ
ィッシュなどの日用品
も運んでいます」（川
畑さん）

7:00
　最初の配達エリア
である富良野方面
（空知郡上富良野
町・中富良野町、
富良野市）へ向け
て会社倉庫を出発
（写真⑤）。「私の
担当は、①富良野
方面、②滝川方面（芦別市・赤平市・滝川市）、③奈
井江方面（砂川市・空知郡奈井江町）――の３エリア（図）
で、①②③の順に、配達先のスーパーやドラッグストアをま
わります」（同）。

8:00
　上富良野町にある最初の配達先（スーパー）に到着。
荷降ろし後、同じ上富良野町内で2件、中富良野町で1
件、富良野市で7件の配達を行う。

9:30
　富良野エリアでの
配達を完了。次の
配達エリア（滝川方
面）に向かう（写
真⑥）。

10:00
　芦別市にある、滝川
方面 1件目の配達先（ホ
ームセンター）に到着（写
真⑦）。荷降ろし後、同
じ芦別市で4 件、赤平
市で2件、滝川市で11
件の配達を行う。

11:30
　滝川エリアでの配達を完了。次の配達エリア（奈井江
方面）に向かう。

11:45
　砂川市にある1 件目
の配達先（ドラッグストア）
に到着。荷降ろし後、
同じ砂川市で6 件、奈
井江町で2 件の配達を
行う（写真⑧）。

13:00
　奈井江エリアでの配達を完了。昼食休憩をとる。「大好
物であるカルボナーラのパスタを食べることが多いです。トラ
ック用の駐車マスがあるコンビニエンスストアをめぐって、各
コンビニチェーンのカルボナーラを食べ比べるのがお昼休憩
の楽しみです」（同）

14:00
　会社に向けて出発。

15:30
　帰社（写真⑨）。
次の日の配送準備
やトラック荷台の清
掃を行った後、給
油（写真⑩）と洗
車（写真⑪）を行う。

16:30
　業務後点呼（写真
⑫）を行った後、退勤。
「退勤後はすぐ、次男
を保育園、長男を放課
後児童クラブへお迎え
に向かいます」（同）。

川畑さんのある１日の仕事の流れ

夫の後押し受け故郷で叶えた母娘の夢
次の目標は「３年後、大型ドライバーになる」！

・ �空知郡上富良野町出身。札幌の専門学校を卒業し、富良野の飲食店
・ホテルで勤務後、「道外で働いてみたい」と愛知県の自動車部品
製造会社に転職し、製品検査員に。別部署で勤務していた夫との結
婚後に退職し、2人の男の子を出産。夫の退職を機に故郷・富良野
へ戻り、幼少時からの憧れだったトラックドライバーに。

・�安全運転のコツは、たっぷり睡眠をとることと、運転中にラジオを
聞いて道路情報をこまめにチェックすること。

・�現在長男は小学校 2年生、次男は保育園の年長。「息子たちに『マ
マのトラックが見たい！』と言われ、休日に会社へ連れて行って見
せたことも（笑）。『かっこいい！』と大喜びでした」（川畑さん）。

・�趣味はバイク。「先日初めて、社内のバイクが好きなメンバーで連
れ立って、紋別へツーリングに行きました」（同）。

担当業務：４トン車による包装資材・日用品等のルート配送
勤続年数：４年１か月
取得資格：�大型自動車免許

　幼少時の川畑さんにトラックを意識するきっかけを
与えてくれたのは、母だったという。

「母はトラックに乗るのも見るのも大好きで、自家用
車を運転中にトラックとすれ違うと、『かっこいい！』
と叫んでしまうほどの人でした。一時期は小型トラッ
クに乗務し、生協の配達ドライバーとして働いていた
のですが、足腰を痛め、退職を余儀なくされました。
それでもずっとトラックが好きで、街中で見かけるた
びにトラックドライバーさんを羨んでいました。私は
そんな母のことが大好きだったので、幼いながらに
『私が大人になって、トラックに乗ったら母は喜ぶだ
ろうな』と思っていました」（川畑さん）

　愛知県で勤務していた頃、工場に出入りするトラッ
クと、てきぱきと仕事をするトラックドライバーの姿を
見てからというもの、子どもの頃から秘めていた憧
れが、あふれ出して止まらなくなった。

　「夫には、『いつかトラックドライバーの仕事がした
い』と話したことが何度もありました。私の話を聞い
た夫は、ドライバーの仕事内容や、大型免許を取得
しているほうが採用に有利であるというような情報を
調べてくれました」（同）

　愛知県で２人の男の子を生み育てていた川畑さん
に転機が訪れたのは５年前。夫が会社を退職するこ
とになり、川畑さんが「一家で富良野に帰り、トラッ
クドライバーになりたい」という意向を伝えると、夫
は福岡出身にもかかわらず、富良野に引っ越すこと
も、トラックドライバーとして働くことも承諾。さらに
夫は、富良野へ戻る前に愛知県で大型免許を取得し
ておいたほうがいいと、自動車教習所に通わせてく
れたのだという。
　そして一家で富良野に移り住んだ川畑さんは、富
良野エリアで運送会社を探したものの、希望する求
人がなく、旭川エリアまで範囲を広げて検索。すると、
ヒットしたのが旭川物流の求人だった。

　「会社のHPには、女性ドライバーが在籍している
と書いてあったり、求人に関するYouTube 動画が
載っていたりして、それを見て『雰囲気のいい会社
だな。ここに応募しよう』と思い、その場でHPに
掲載されている電話番号に電話をしました」（同）

　面接当日、採用責任者の成田次長は、川畑さん
の希望する勤務時間帯や休日、家庭の事情などを、
細かくヒアリング。川畑さんが「あんなに大笑いし
ながら採用面接をしたのは生まれて初めてだった」
と語るほど楽しい雰囲気の中で行われた面接の結
果、成田次長は川畑さんの採用を決める。

　「前のめりになって熱心に話を聞く姿勢や、『今は
子どもが小さくて無理だが、近い将来大型トラックに
乗務したい』と熱弁する姿など、川畑さんの『この
会社に入れてくれオーラ』は強烈でした。大型免許
を取得した上で応募してきたことも含め、『トラックに
乗りたい』という気持ちが全身から伝わってきたので、
彼女を採用し、ドライバー教育も私自身で担当しよう
と決めました」（成田次長）

万全のサポートのもと担当エリアを拡大
地元・上富良野では母による「職場見学」も

　成田次長による添乗指導を２週間、先輩ドライバ
ーによる研修を１か月半行ってひとり立ちした川畑さ
んが最初に担当したのは、「子どもたちを迎えに行く
までの時間で終わることができる運行を」と成田次
長が創出してくれた、地元・富良野方面への便だっ
た。そこから、仕事に慣れることで配達時間を短縮
することができ、さらに子どもを預ける時間を長くし
たことを受けて、まず滝川方面、次に奈井江方面の
配達が成田次長の判断に基づき追加された。地元・
上富良野町内での配達時には、川畑さんの母が配
達先を見学に来たことがあるという。

　「当社への採用を報告した際、母はうれしさのあま
り大騒ぎしていました（笑）。そんな母の喜びようを
知った成田次長が、私がトラックを運転する姿を撮影
し、その写真を母に送るように言ってくれたことがあ
り、その時も大喜びでした。ある日、上富良野の配
達先で荷降ろしを終えると、女性の声で『すみません』
と声をかけられました。振り返ると、声の主は母。
上富良野での配達先や配達時間を尋ねられたことが
あったのですが、それを参考に駐車場で待機し、私
がトラックに乗ってお店に入ってくるところや、荷降ろ
しをしているところを見たり、携帯電話で撮影したり
していたというのです（笑）。驚きましたが、私がト
ラックドライバーになったことを、母がこんなにも喜
んでくれるということが、うれしくて仕方なかったです」
（川畑さん）

　子どもたちを小学校や保育園に送り届けることや、
急病時の対応は夫が、延長保育や児童クラブへ迎え
に行くのは川畑さんがそれぞれ担当し、夫婦で協力
して仕事と家庭の両立を続ける中で、川畑さんが見
据えるのは「３年後」だ。

　「入社時から担当したいと狙っている大型車の便が
あり、その希望は配車担当者にも伝えています。ただ、
仕事の終わる時間が遅く、退勤が 19 ～ 20 時ごろ
になってしまいます。息子が２人とも、どこかに預け
ることなく、自宅で留守番ができるようになったら必
ずその便を担当したいのです。となると、あと３年ほ
どかかると思うのですが、夫も応援してくれているの
で、『３年後に大型ドライバーになること』が今の目
標です。この会社には、ドライバーの意見をどんど
ん吸い上げ、その意見に応じて業務を改善し、助言
をくれる職場環境が整っています。疑問や不安があ
れば、その時点ですぐに成田さんをはじめとした管
理者や、先輩ドライバーに気軽に相談できる会社の
風土は、とても心強いです。また、配達先の方や、
配達先で一緒になるドライバーの方が、荷降ろしを
助けてくださることもあります。これからも、家族と
社内外の方々のサポートに感謝し、この会社でトラッ
クドライバーとしてずっと働き続けたいです」（同）

　「ありがたいことに、川畑さんは『私は絶対に定
年の 65 歳まで在籍します』と宣言してくれているた
め、我々も管理者も『お子さんの成長に合わせて、
焦らずにステップアップしてください』と伝えていま
す。川畑さんが憧れの大型ドライバーになるという夢
を実現するために、これからも会社一丸となってサポ
ートしていきます」（成田次長）

川畑さんはこんな人！
　川畑さんの第
一 印 象は、「 や
る気に満ちあふ
れた人」でした。
川畑さんに「仕
事の空き時間に
横乗り指導をして
ほしい」と依頼さ
れ、社内での大
型車の運転練習をサポートすることもあります。川畑さんの
ような「絶対に大型に乗りたい」という強い意志のあるドラ
イバーの希望は、必ず叶えてあげたいので、お子さんがも
う少し大きくなったら、ぜひ実現したいです。

（横本正和次長／写真左）

川畑さんは日々、どのようなお仕事に携わっているのでしょ
うか。お仕事に 1日密着させていただきました。

「各人の希望・事情を尊重した働き方」の実現がもたらす「各人の希望・事情を尊重した働き方」の実現がもたらす
“若返り”・“高定着率”・“絶えぬ女性ドライバー雇用”！“若返り”・“高定着率”・“絶えぬ女性ドライバー雇用”！

成田業務次長
に訊く！

　当社では 23 歳から67 歳まで、60 人のドライバーが活躍中で、
半数以上が異業種からの転職者です。応募方法で最も多いのは転
職サイトからの応募ですが、近年は当社のドライバーによる転職を希
望する若年者の紹介が増え、20 ～ 30 代のドライバーが立て続けに
入社したことで、年齢層が一気に若返りました。また、女性ドライバーの採用
は 15 年ほど前から行っており、川畑さんのように、当社のホームページ（HP）
や YouTube の求人動画を見て応募してくれる女性ドライバーも増えています。
　採用面接では、働き方の希望や家庭の事情などをしっかりヒアリングした上
で担当運行を決定し、入社後も有給休暇の取得や働き方の変更といったドラ
イバーの希望を実現できる体制を整えており、それが離職率の低さに繋がって

います。女性ドライバーにはテールゲートリフターやロール
ボックスパレット等を用いた、荷扱いのしやすい業務を担
当してもらっており、荷扱いの丁寧さと繊細さで、お客様
からの評価も高いです。入社前の面接時からずっと大
型車への乗務を希望している川畑さんには、いつでも大
型ドライバーになってほしいところではありますが、お子さ
んのことを最優先しつつ、今後も当人と相談を重ね、最
適なタイミングを見計らってステップアップしてもらおうと考
えています。

川
か わ ば た

畑　愛
め ぐ み

さん

旭川市

旭川物流

富良野方面

滝川方面

奈井江方面

図

株式会社旭川物流
［代表取締役　湯野　信一］

本社所在地	 北海道旭川市工業団地 5条 3- 2-12
資本金	 1,000 万円
設　立	 平成 4 年 9月9日
従業員数	 77 人（ドライバー60 人、うち女性４人）
車両数	 56 台

成田　純男
業務次長

成田次長㊧と川畑さん㊨

　連載第 45 回目となる今回
取り上げるのは、「４トン車
ドライバー（ルート配送）」
のお仕事です。㈱旭川物流
（北海道）の川畑愛さんが
登場します。

第45回 「４トン車ドライバー（ルート配送）」川畑　愛さん（㈱旭川物流／北海道）
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 〜夜間の運転編〜
 【解 答】6面に問題

❶ ○（教則第6章第3節 夜間
1-1）夜間は速度感が鈍り、
速度超過になりがちである。
その上、夜間は過労運転や
酒酔い運転をする者や、酔っ
て歩く者などがいたりするの
で、昼間より速度を落として
慎重に運転する。

❷ ○（教則第6章第3節 夜間
1-2）走行中には、自分の車
と対向車のライトで、道路の
中央付近の歩行者が見えな
くなることがあるので、十分
注意する。

❸ ×（教則第6章第3節 夜間

1-6）薄暮時には事故が多く
発生するので、早めにライト
を点灯し、自分の車の存在を
知らせるようにする。

❹ ×（教則第6章第3節 夜間
2-5）室内灯は、バスのほか
は、走行中につけないように
する。

❺ ×（教則第6章第3節 夜間
2-6）夜間、高速道路でやむを
得ず駐停車する場合には、非
常点滅表示灯、駐車灯又は尾
灯をつけるほか、停止表示器
材を置かなければならない。
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　物流博物館は東京都港区
高輪に位置し、品川駅から
徒歩約７分とアクセスも良
好です。開館時間は午前 10
時から午後５時まで（入館
は午後４時 30 分まで）、月
曜・年末年始は休館です。
常設展示に加え、企画展や
講座も随時開催
されています。
詳しくは二次元
コードから。

「
物
流
博
物
館
」
と
は
？

昭和初期のトラックの車列　昭和5（1930）年頃　平原直旧蔵写真昭和初期のトラックの車列　昭和5（1930）年頃　平原直旧蔵写真
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全
６
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）
」

マイナンバーカード利活用についてのお知らせマイナンバーカード利活用についてのお知らせ
　マイナンバーカードは、身分証明書として利用できるほか、自治体サー
ビス、e-Tax 等電子証明書を利用した電子申請など、様々なサービスにご
利用いただけます。マイナンバーカードを携帯して、ぜひ、便利なサービ
スをご利用ください。
1.�マイナンバーカードの健康保険証利用を基本とする仕組みに移行しま

した
2.�パスポートの新規申請・切り替え（更新）がオンラインで可能になっ

ています
3.�公金受取口座の登録ができます
4.�マイナンバーカードの国外利用が始まっています
5.�マイナンバーカードと運転免許証の一体化が開始されました
※�マイナ免許証の取得後に、マイナンバーカードを更新すると、更新後の

マイナンバーカードには免許情報が引き継がれず、再度、一体化の手続
きが必要となります。マイナンバーカードの有効期限が近い方は、更新
後に「マイナ免許証」を取得するか、マイナ免許証と運転免許証の２枚
持ちとしていただきますよう、お願いいたします。

〇マイナンバーカードおよび電子証明書の更新手続をお忘れなく
　マイナンバーカードは 18 歳以上の場合は 10 年、電子証明書は年齢問
わず５年の有効期間が設定されています。有効期限の近い方（２～３か月
前）には、有効期限通知書（封筒）がご自宅に送付されますので、同封の
案内に従い更新手続きをお願いします。なお、手続きは無料です。

　詳細は、デジタル庁 Web サイト「広報資料」（二次元コー
ド）。なお、マイナンバー制度に関する問い合わせは、マイ
ナンバー総合フリーダイヤル（0120・95・0178）まで。

デジタル庁
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※講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽１丁目４番14号 後楽森ビル 10階〒112-0004
https://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276グリーン経営業務室

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/
で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで3.0％の燃費向上、車両故障件数20.9％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2023年版より）環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
押してください

関東運輸局13：30～15：30
TKP大宮ビジネスセンターANNEX

カンファレンスルーム４B
埼玉県 さいたま市大宮区宮町 1-89 

オーク大宮ビル 
11月21日（金）トラック

バス、タクシー

11月19日（水）
AP大阪淀屋橋
H+I ルーム（３階）

大阪府大阪市中央区北浜 3-2-25
京阪淀屋橋ビル

近畿運輸局トラック
バス、タクシー 13：30～15：30

オンライン 北海道運輸局11月14日（金）トラック
バス、タクシー 13：00～15：00

2025・10・25

▼
と
あ
る
休
日
︑
全
国
展
開
の
ス

ー
パ
ー
に
足
を
運
ん
だ
時
の
こ
と

で
す
︒
当
日
は
ポ
イ
ン
ト
が
３
倍

に
な
る
日
で
︑
開
店
直
後
か
ら
大

勢
の
お
客
さ
ん
が
来
店
し
て
い
ま

し
た
︒
さ
て
︑
会
計
の
段
に
な
っ

て
︑
レ
ジ
は
﹁
有
人
レ
ジ
﹂
と
﹁
セ

ル
フ
レ
ジ
﹂
に
分
か
れ
て
い
ま
し

た
が
︑
有
人
レ
ジ
に
は
長
い
列
︑

セ
ル
フ
レ
ジ
に
は
空
き
が
あ
り
ま

し
た
︒
ふ
と
見
る
と
︑
シ
ニ
ア
の

女
性
が
セ
ル
フ
レ
ジ
の
操
作
に
苦

慮
し
︑
焦
っ
て
店
員
を
呼
ん
で
い

ま
す
が
︑
な
か
な
か
店
員
は
来
ま

せ
ん
︒
効
率
的
で
利
便
性
に
富
む

セ
ル
フ
レ
ジ
は
︑
電
子
機
器
に
不

慣
れ
な
シ
ニ
ア
世
代
に
は
敬
遠
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
︒
か
く
言
う

私
も
セ
ル
フ
レ
ジ
で
精
算
し
ま
し

た
が
︑
手
間
が
か
か
り
︑
有
人
レ

ジ
の
方
が
楽
と
言
え
ば
楽
と
言
え

ま
す
︒
▼
最
近
で
は
︑
飲
食
店
で

も
二
次
元
コ
ー
ド
で
の
読
み
取
り

や
︑
テ
ー
ブ
ル
設
置
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
で
お
客
さ
ん
自
身
が
メ
ニ

ュ
ー
を
注
文
す
る
お
店
が
増
え
︑

操
作
に
難
儀
す
る
様
が
見
ら
れ
ま

す
︒
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
世
の
中

を
席
巻
す
る
中
で
︑
ガ
ラ
ケ
ー
世

代
や
シ
ニ
ア
世
代
は
︑
情
の
通
う

人
で
は
な
く
︑
あ
る
意
味
で
冷
徹

な
機
器
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
︒
▼
さ
て
︑
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
時
を
江
戸
時
代
に

遡
る
と
︑
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

﹃
東
海
道
中
膝
栗
毛
﹄
を
著
し
た

十
返
舎
一
九
の
﹃
金
草
鞋
﹄
に
は
︑

庶
民
の
生
活
が
事
細
か
に
描
か
れ

て
い
ま
す
︒
飯
や
蕎
麦
︑
寿
司
︑

焼
き
魚
︑
野
菜
と
煮
豆
な
ど
の
ほ

か
︑
お
酒
を
提
供
し
た
﹁
煮
売
り
・

酒
屋
﹂
は
︑
ま
さ
に
現
代
の
居
酒

屋
の
ル
ー
ツ
と
言
え
ま
す
︒
長
屋

に
住
む
独
り
身
の
男
性
は
︑
仕
事

帰
り
に
こ
こ
で
一
杯
や
る
の
が
常

だ
っ
た
よ
う
で
︑
１
日
の
疲
れ
を

癒
や
す
居
心
地
の
い
い
場
所
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
︒
ま
た
︑
当
時
は

食
材
を
数
多
く
揃
え
て
自
宅
で
煮

炊
き
す
る
よ
り
︑
い
わ
ゆ
る
外
食

で
済
ま
す
方
が
安
上
が
り
だ
っ
た

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
お
膳
を

囲
み
︑
気
の
置
け
な
い
友
と
一
献

傾
け
な
が
ら
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
た
に
相
違
あ
り
ま
せ

ん
︒
▼
セ
ル
フ
レ
ジ
を
導
入
し
て

い
る
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
は
︑
今

や
50
％
を
超
え
て
い
る
と
聞
き
ま

す
︒
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
非
対
面
サ

ー
ビ
ス
化
が
進
ん
だ
感
は
否
め
ま

せ
ん
が
︑
人
と
人
と
が
対
面
で
触

れ
合
う
サ
ー
ビ
ス
は
日
本
的
で
あ

り
︑
今
な
お
必
要
不
可
欠
な
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
深
刻
化
す
る

人
手
不
足
と
相
俟
っ
て
︑
ま
す
ま

す
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
化
す
る
と
︑

オ
ジ
サ
ン
世
代
も
い
よ
い
よ
本
格

的
に
機
器
と
格
闘
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
を
︑
肝
に
銘
じ
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
！ 

（
山
崎　

薫
）
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厚
労
省
で
は
︑﹁
し
わ
寄

せ
﹂
に
係
る
情
報
を
把
握
し

た
場
合
︑
経
済
産
業
省
地
方

経
済
産
業
局
に
情
報
提
供
す

る
ほ
か
︑
事
業
場
の
労
働
基

準
関
係
法
令
違
反
の
背
景

に
︑
極
端
な
短
納
期
発
注
等

に
起
因
す
る
下
請
法
等
の
違

反
が
疑
わ
れ
る
事
案
に
つ
い

て
︑
公
取
委
や
中
企
庁
に
通

報
す
る
制
度
の
強
化
を
図
っ

て
い
る
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
中
小
企
業

が
抱
え
る
取
引
上
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
︑
専
門
の
相
談

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
る
︒

︻
不
当
な
し
わ
寄
せ
に
関
す

る
下
請
法
の
相
談
窓
口
︼

０
１
２
０
・
０
６
０
・
１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

受
付
時
間
=
10
時
~
17
時

（
土
・
日
曜
・
祝
日
︑
年
末

年
始
を
除
く
）

　

厚
労
省
が
所
管
す
る
﹁
労

働
時
間
等
設
定
改
善
法
﹂（
平

成
４
年
法
律
第
90
号
）
に
基

づ
き
︑
事
業
主
は
他
の
事
業

主
と
の
取
引
に
お
い
て
︑
長

時
間
労
働
に
繋
が
る
短
納
期

発
注
や
発
注
内
容
の
頻
繁
な

変
更
を
行
わ
な
い
よ
う
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
︒
長
時
間

に
わ
た
る
特
に
過
重
な
労
働

は
︑
過
労
死
等
を
引
き
起
こ

す
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
︑
取
引
先
の
労
働
者

　

図
１
で
は
︑
下
請
代
金
支

払
遅
延
等
防
止
法（
下
請
法
︑

令
和
８
年
1
月
１
日
か
ら
中

　

経
済
産
業
省
・
中
企
庁
が

所
管
す
る
﹁
下
請
中
小
企
業

振
興
法
﹂（
８
年
１
月
１
日
か

ら
受
託
中
小
企
業
振
興
法
に

名
称
変
更
）（
昭
和
45
年
法

律
第
１
４
５
号
）
に
基
づ
く

﹁
振
興
基
準
﹂︵
二
次
元
コ
ー

ド
②
︶
で
は
︑
委
託
事
業
者

（
親
事
業
者
）
と
受
託
事
業

者
（
下
請
事
業
者
）
の
望
ま

し
い
取
引
関
係
に
つ
い
て
︑

図
２
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
︒

員
や
弁
護
士
が
解
決
に
向
け

て
サ
ポ
ー
ト
す
る
﹁
下
請
か

け
こ
み
寺
﹂（
令
和
８
年
１
月

１
日
か
ら
﹁
取
引
か
け
こ
み

寺
﹂
に
名
称
変
更
︒
二
次
元

コ
ー
ド
③
）
を
設
置
し
て
い

る
︒下
請
か
け
こ
み
寺
で
は
︑

信
頼
関
係
を
崩
さ
ず
︑
ス
ム

ー
ズ
な
下
請
取
引
を
行
う
た

め
の
価
格
交
渉
の
サ
ポ
ー
ト

も
行
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
公
取
委
で
は
︑
取

引
先
か
ら
不
当
な
し
わ
寄
せ

を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
中

小
事
業
者
等
か
ら
︑
下
請
法

を
抑
制
す
る
こ
と
︒

③ 

発
注
の
平
準
化
︑
発
注
内

容
の
明
確
化
そ
の
他
の
発

注
方
法
の
改
善
を
図
る
こ

と
︒

　

な
お
︑
長
時
間
労
働
に
繋

が
る
取
引
慣
行
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
︑﹁
労
働
時
間
等
設

定
改
善
法
﹂
と
﹁
労
働
時
間

等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
労
働
時
間
等
設
定
改
善
指

針
）﹂
に
規
定
さ
れ
て
い
る
︒

の
健
康
障
害
防
止
の
た
め
に

も
必
要
で
あ
る
︒

　

他
の
事
業
主
と
の
取
引
を

行
う
に
あ
た
っ
て
は
︑
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

る
よ
う
︑
社
内
に
周
知
・
徹

底
を
図
る
必
要
が
あ
る
︒

① 

週
末
発
注
・
週
初
納
入
︑

終
業
後
発
注
・
翌
朝
納
入

等
の
短
納
期
発
注
を
抑
制

し
︑
納
期
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
︒

② 

発
注
内
容
の
頻
繁
な
変
更

る
可
能
性
が
あ
る
︑﹁
働
き

方
改
革
﹂
を
阻
害
す
る
不
当

な
行
為
の
例
を
挙
げ
て
い
る
︒

よ
う
な
︑
親
事
業
者
と
下
請

事
業
者
の
相
互
理
解
と
信
頼

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
︑
互

恵
的
な
取
引
関
係
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
︒

小
受
託
取
引
適
正
化
法
に
名

称
変
更
）
や
独
占
禁
止
法
で

定
め
る
禁
止
行
為
に
該
当
す

　

下
請
事
業
者
の
事
業
活
動

は
︑
親
事
業
者
の
発
注
の
あ

り
方
に
大
き
な
影
響
を
受
け

る
も
の
で
あ
り
︑
親
事
業
者

と
下
請
事
業
者
の
取
引
の
公

正
と
︑
こ
れ
を
通
じ
た
下
請

事
業
者
の
適
正
な
利
益
の
確

保
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
︒
そ
の
上
で
︑
下
請
中

小
企
業
を
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
で
付
加
価
値
向

上
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る

　

大
企
業
・
親
事
業
者
に
よ
る
長
時
間
労

働
の
削
減
等
の
取
り
組
み
が
︑
下
請
等
中

小
事
業
者
に
対
す
る
適
正
な
コ
ス
ト
負
担

を
伴
わ
な
い
短
納
期
発
注
︑
急
な
仕
様
変

更
な
ど
の
﹁
し
わ
寄
せ
﹂
を
生
じ
さ
せ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
中
小
企
業
庁
お
よ

び
公
正
取
引

委
員
会
と
連

携
し
︑
中
小

企
業
が
働
き

方
改
革
を
進

め
ら
れ
る
よ

う
︑
11
月
を
﹁﹃
し
わ
寄
せ
﹄
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
月
間
﹂（
写
真
）
と
し
︑
下
請

等
中
小
事
業
者
へ
の
﹁
し
わ
寄
せ
﹂
防
止

の
た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
厚
労
省
﹁﹃
し
わ
寄
せ
﹄

防
止
特
設
サ
イ
ト
﹂

（
二
次
元
コ
ー
ド

①
）の
内
容
を
基
に
︑

不
当
な
行
為
の
事

例
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
︑
し
わ
寄
せ
を
防
ぐ
た
め
の
対
策

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

1
「
し
わ
寄
せ
」
を
防
ぐ
た
め
に
は

過
労
死
等
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る

「
長
時
間
労
働
」
に
繋
が
る
取
引
慣
行
を
見
直
す

2
「
し
わ
寄
せ
」
に
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
行
為

「
働
き
方
改
革
」
を
阻
害
す
る
行
為
は

下
請
法
等
で
定
め
る
「
禁
止
行
為
」
に
該
当
も

「中小受託取引適正化法」（取適法）が
令和８年１月１日から施行されます！

　発注者・受注者の対等な関係に基づき、事業者間における価格転嫁および取引の適正化を図るため
の「下請代金支払遅延等防止法及び下請中小企業振興法の一部を改正する法律」が令和７年５月 16
日に成立し、同月 23 日に公布されました。この改正により、法律名の「下請代金支払遅延等防止法」
（下請法）は「製造委託等に係る中小受託事業者に対する代金の支払の遅延等の防止に関する法律」（中
小受託取引適正化法〔取適法〕）となります。
　同改正では、製造、販売等の目的物の引渡しに必要な「運送の委託」が対象取引として新たに追加
されます。
　公取委では、公取委ホームページ（二次元コード）内にガイドブックやリーフレット
などの各種資料を掲載しています。また、11 月 1 日から 12 月 31 日にかけて、改正
事項の広報・周知活動を実施していきます。
　改正法施行を前に、改正法への対応に向けた準備を進めましょう。

図１　「働き方改革」を阻害する不当な行為の例
１：買いたたき

【事例①】短納期発注による買いたたき
　発注者は、短納期発注を行い、受注者は休日対応することを余儀なくされ、人件費等
のコストが大幅に増加したにもかかわらず、通常の単価と同一の単価を一方的に定めた。
【事例②】業務効率化の果実の摘み取り
　発注者は、受注者から社外秘である労務管理関係資料等を提出させ、資料を分析し、「利
益率が高いので値下げに応じられるはず」などと主張し、著しく低い取引対価を一方的
に定めた。

２：減額
【事例③】付加価値の不払
　発注者は、書面において短納期発注については「特急料金」を定めていたところ、受
注者に対して短納期発注を行ったにもかかわらず、「予算が足りない」などの理由により、
特急料金を支払うことなく、通常の代金しか支払わなかった。

３：不当な給付内容の変更・やり直し
【事例④】直前キャンセル
　発注者は、受注者に対して運送業務を委託しているところ、特定の荷物を集荷するた
めに、毎週特定の曜日に受注者のトラックを数台待機させることを契約で定めていた。
当日になって「今日の配送は取りやめになった」と一方的にキャンセルし、その分の対
価を支払わなかった。

４：受領拒否
【事例⑤】短納期発注による受領拒否
　発注者は、発注後、一方的に納期を短く変更し、受注者は従業員による長時間勤務に
よって対応したが、その納期までに納入が間に合わず、納入遅れを理由に商品の受領を
拒否した。

５：不当な経済上の利益提供要請
【事例⑥】働き方改革に向けた取り組みのしわ寄せ
　発注者は、商品の発注に関するデータの自社システムへの入力業務を発注者自ら行う
べきであるにもかかわらず、受注者に対して無償で行わせた。

二次元コード①

図２　委託事業者と受託事業者の望ましい取引関係の実現に向けて 3
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適正なコスト負担を伴わない短納期発注・急な仕様変更を防ぎましょう！適正なコスト負担を伴わない短納期発注・急な仕様変更を防ぎましょう！
厚労省・中企庁・公取委 11月は「しわ寄せ」防止キャンペーン月間

公 取 委


